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一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
移
民
や
難
民
の
受
け
入
れ
国
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
ト
ル
コ
共
和
国
の
、
平
等
か
つ
公
正
な
社
会
的
包
摂
・
統
合
に

向
け
た
課
題
の
一
端
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
ト
ル
コ
は
元
来
移
民
の
送
り
出
し
国
で
あ
り
、
さ
ら
に
ク
ル
ド
人
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

政
治
的
難
民
を
生
み
出
し
て
き
た
。
し
か
し
二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
シ
リ
ア
内
戦
に
伴
う
難
民
の
流
入
を
受
け
て
、
ト
ル
コ
は
世
界
最

大
の
難
民
受
け
入
れ
国
と
な
っ（
1
）た。

ま
た
多
く
の
移
民
が
、
様
々
な
理
由
で
ト
ル
コ
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
ル
コ
が
「
移
民
の

送
り
出
し
国
」
で
あ
り
、「
難
民
を
生
み
出
す
国
」
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
実
相
と
共
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

ト
ル
コ
は
、
二
〇
一
三
年
に
移
民
や
難
民
の
管
理
を
行
う
た
め
の
法
律
で
あ
る
「
外
国
人
と
国
際
保
護
法
」
を
制
定
し
た
。
ま
た
同
法
の

制
定
に
伴
い
、
内
務
省
内
に
「
移
住
管
理
（
行
政
）
総
局
」
を
設
け
て
い
る
（
以
下
「
移
民
局
」
と
明
記
）。
そ
し
て
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
行
す
る
こ
と
で
、
外
国
人
と
ト
ル
コ
国
民
社
会
の
「
調
和
（U

yum

）」
の
実
現
を
掲
げ
て
い
る
。

　
一
方
で
ト
ル
コ
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ア
レ
ヴ
ィ
ー
派
や
ク
ル
ド
人
を
は
じ
め
と
す
る
、
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
包
摂

問
題
に
直
面
し
て
き（
2
）た。
よ
っ
て
移
民
や
難
民
を
ト
ル
コ
社
会
に
公
正
に
包
摂
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た
、
多
く
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
移
民
局
の
設
立
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
移
民
や
難
民
の
社
会
的
包
摂
が
そ
も
そ
も
ど
う
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
、

既
存
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
包
摂
問
題
と
ど
う
い
っ
た
違
い
が
あ
る
の
か
な
ど
、
解
決
さ
れ
る
べ
き
課
題
自
体
が
、
十
分
に

議
論
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
ト
ル
コ
へ
逃
れ
て
き
た
シ
リ
ア
人
の
置
か
れ
た
状
況
に
焦
点
を
当
て
な
が

ら
、
ト
ル
コ
が
移
民
や
難
民
を
公
正
か
つ
平
等
に
社
会
へ
包
摂
す
る
さ
い
の
課
題
の
一
端
を
論
じ
る
と
共
に
、
ト
ル
コ
が
国
内
の
多
様
性

を
首
尾
よ
く
包
摂
す
る
た
め
の
新
た
な
課
題
や
展
望
を
示
し
て
い（
3
）く。
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二
　
シ
リ
ア
人
の
流
入
と
「
移
民
局
」
の
設
立

　
移
民
局
は
次
の
よ
う
に
ト
ル
コ
の
現
状
を
述
べ
て
い
る
。「
ト
ル
コ
を
出
入
り
す
る
外
国
人
は
四
〇
〇
〇
万
人
に
達
し
、
我
が
国
に
滞

在
す
る
外
国
人
は
五
〇
〇
万
人
に
達
し
て
い
る
。（
中
略
）
こ
う
し
た
状
況
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、
ト
ル
コ
の
地
政
学
的
な
重
要
性
に

あ
る
。
移
住
手
段
を
考
え
る
さ
い
に
は
、
ト
ル
コ
は
そ
の
地
政
学
的
な
位
置
ゆ
え
に
、
外
国
人
に
と
っ
て
東
と
西
を
結
び
つ
け
る
天
然
の

橋
の
よ
う
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
別
な
理
由
と
し
て
は
、
ト
ル
コ
の
増
大
し
た
経
済
力
と
政
治
的
安
定
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

移
住
の
動
き
の
観
点
か
ら
、
ト
ル
コ
の
『
通
過
国
』
と
し
て
の
地
位
は
近
年
変
化
し
て
お
り
、
同
時
に
ま
た
我
が
国
は
『
目
的
国
』
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ（
4
）る」。
さ
ら
に
「
ト
ル
コ
は
特
に
、
近
年
増
加
す
る
経
済
的
・
地
域
的
な
力
に
よ
っ
て
、
正
規
移
民
、
非
正
規
移
民

を
引
き
付
け
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
あ
ら
ゆ
る
要
因
か
ら
、
移
住
は
ト
ル
コ
の
経
済
、
社
会
―
文
化
、
人
口
構
造
、
そ
し
て

公
共
秩
序
と
安
全
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い（
5
）る」。

こ
の
よ
う
に
移
民
局
は
、
外
国
人
の
移
住
に
伴
う
ト
ル
コ
の
変
化
を
必
ず
し
も
肯

定
的
に
は
捉
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
数
多
く
の
移
民
や
難
民
が
様
々
な
理
由
か
ら
ト
ル
コ
に
滞
在
す
る
こ
と
で
、
ト
ル
コ
は
大
き
な
社

会
変
動
を
実
際
に
経
験
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
ト
ル
コ
の
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
移
民
局
に
よ
れ
ば
、
就
労
や
就
学
を
除
い
て
、
ト
ル
コ
が
受
け
入
れ
て
き
た

外
国
人
の
総
数
は
一
九
二
二
年
以
降
で
二
五
〇
万
人
以
上
に
な
る
。
と
く
に
大
規
模
な
受
け
入
れ
と
し
て
は
、
一
九
二
二
〜
一
九
三
八
年

に
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
三
八
万
四
〇
〇
〇
人
、
一
九
二
三
年
〜
一
九
四
五
年
に
バ
ル
カ
ン
か
ら
八
〇
万
人
、
一
九
八
九
年
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら

三
四
万
五
〇
〇
〇
人
、
一
九
九
一
年
に
湾
岸
戦
争
後
の
イ
ラ
ク
か
ら
四
六
万
七
四
八
九
人
を
受
け
入
れ
て
き
た
と
い（
6
）う。
た
だ
し
、
こ
う

し
た
人
々
の
多
く
は
ト
ル
コ
系
の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
さ
れ
て
い（
7
）る。

つ
ま
り
ト
ル
コ
政
府
の
選
別
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
人
々
で

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
ト
ル
コ
は
、
多
民
族
国
家
で
あ
っ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
同
質
的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
た
め
に
、
建
国
以
降
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も
ト
ル
コ
系
の
人
々
や
ム
ス
リ
ム
の
移
住
を
促
進
し
て
き
た
。
さ
ら
に
国
内
地
域
の
民
族
構
成
を
調
整
す
る
た
め
に
、
ク
ル
ド
人
の
強
制

移
住
も
行
っ
て
き
た
。
建
国
当
初
か
ら
、
外
国
人
の
受
け
入
れ
や
そ
の
移
住
政
策
も
、
同
質
的
な
国
民
国
家
を
構
築
す
る
た
め
の
手
段

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
ト
ル
コ
国
家
の
統
制
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
度
の
、
予
期
せ
ぬ
シ
リ
ア
人
の
大
規
模
な
受
け
入
れ
は
、
ト
ル
コ

の
同
質
性
の
管
理
に
根
本
的
に
挑
み
か
か
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
二
〇
一
一
年
以
降
、
シ
リ
ア
内
戦
の
激
化
に
伴
い
、
多
く
の
シ
リ
ア
人
が
ト
ル
コ
に
逃
れ
て
き
た
。
ト
ル
コ
政
府
は
当
初
、
人
道
上
の

観
点
か
ら
国
境
を
開
放
し
、
数
多
く
の
シ
リ
ア
人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き
た
。
ト
ル
コ
に
逃
れ
て
き
た
シ
リ
ア
人
は
、
二
〇
一
二
年

に
は
約
一
万
四
〇
〇
〇
人
、
二
〇
一
三
年
に
は
約
二
二
万
四
〇
〇
〇
人
、
そ
し
て
二
〇
一
四
年
に
は
約
一
五
二
万
人
と
増
加
の
一
途
を
辿

り
、
二
〇
一
五
年
に
は
約
二
五
〇
万
人
、
二
〇
一
六
年
に
は
約
二
八
三
万
人
、
二
〇
一
八
年
に
は
約
三
五
六
万
人
に
達
し（
8
）た。
こ
う
し
た

シ
リ
ア
人
の
大
規
模
な
流
入
に
対
す
る
ト
ル
コ
政
府
の
対
応
は
、
以
下
の
三
つ
の
フ
ェ
イ
ズ
か
ら
理
解
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
二

〇
一
一
年
の
「
急
場
し
の
ぎ
の
歓
迎
と
人
道
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
②
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
四
年
の
国
境
開
放
・
難
民
キ
ャ
ン
プ
設
立
・
一

時
的
保
護
の
付
与
、
そ
し
て
③
二
〇
一
五
年
か
ら
現
在
に
か
け
て
の
、
シ
リ
ア
人
の
長
期
滞
在
に
向
け
た
対
応
と
、〔
シ
リ
ア
人
の
帰
還
を

促
す
た
め
の
〕
外
交
政
策
の
展
開
で
あ（
9
）る。
①
の
時
期
に
は
、
ト
ル
コ
へ
避
難
し
て
き
た
シ
リ
ア
人
の
数
は
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ト
ル
コ
政
府
は
災
害
緊
急
事
態
管
理
局
（
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｄ
）
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
さ
せ
、
同
年
一
〇
月
に
は
シ
リ
ア
人
に
「
一
時
的
保

護
」
の
地
位
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
へ
の
援
助
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
一
方
で
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
シ
リ
ア
人
の
短
期
的
な
滞

在
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
難
民
の
地
位
や
、
法
的
な
権
利
を
シ
リ
ア
人
に
付
与
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
②
の
時
期
に
は
、
ト
ル

コ
へ
逃
れ
て
き
た
シ
リ
ア
人
の
総
数
は
急
増
し
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
も
拡
大
し
続
け
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
き
て
ト
ル
コ
政
府
は
、
増
加
す
る

シ
リ
ア
人
に
対
応
す
る
た
め
に
、「
外
国
人
と
国
際
保
護
法
」
を
制
定
し
、
移
民
局
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ト
ル

コ
に
お
け
る
移
民
や
難
民
の
地
位
や
権
利
が
整
理
さ
れ
、
シ
リ
ア
人
の
法
的
地
位
も
初
め
て
明
確
化
さ
れ
る
と
共
に
、
彼
ら
に
一
定
の
権

利
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
③
の
時
期
で
は
、
ト
ル
コ
政
府
は
シ
リ
ア
人
の
長
期
滞
在
を
視
野
に
入
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
彼
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ら
の
再
定
住
、
統
合
、〝
自
発
的
〞
帰
還
を
目
指
し
た
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ス
テ
イ
ト
の
台
頭
や
ク

ル
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
警
戒
、
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
間
の
国
境
の
閉
鎖
が
度
々
行
わ
れ
て
お
り
、
シ
リ
ア

人
の
受
け
入
れ
が
段
階
的
に
厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
）
10
（
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ト
ル
コ
は
、
難
民
の
受
け
入
れ
と
そ
の
対
応
に

追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
（
移
民
統
合
政
策
指
標
）
に
よ
れ
ば
、
近
年
ト
ル
コ
が
移
民
や
難
民
に
様
々
な
権
利
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
付
与
し
始
め

た
こ
と
か
ら
、「
移
民
国
」
と
し
て
の
自
ら
の
現
実
を
徐
々
に
受
け
入
れ
始
め
て
い
る
と
指
摘
す
）
11
（
る
。
し
か
し
以
下
で
見
て
い
く
よ
う
に
、

移
民
や
難
民
を
ト
ル
コ
社
会
が
公
正
・
平
等
に
受
け
入
れ
、
統
合
し
て
い
く
た
め
に
は
多
く
の
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

三
　「
外
国
人
と
国
際
保
護
法
」
と
シ
リ
ア
人
の
地
位
・
権
利
・
現
状

㈠
　
ト
ル
コ
国
内
の
シ
リ
ア
人
の
法
的
地
位

　
ト
ル
コ
の
移
民
や
難
民
を
含
め
た
外
国
人
全
般
の
取
り
扱
い
は
、
一
九
二
三
年
の
「
交
換
・
開
発
・
定
住
に
関
す
る
法
（
法
律
第
三
六

八
号
）」、
一
九
二
六
年
の
「
定
住
法
（
法
律
第
八
八
五
号
）」、
一
九
二
八
年
の
「
国
籍
法
（
法
律
第
一
三
一
二
号
）」、
一
九
三
四
年
の
「
定
住

法
（
法
律
第
二
五
一
〇
号
）」、
一
九
五
〇
年
の
「
パ
ス
ポ
ー
ト
法
（
法
律
第
五
六
八
二
号
）」
や
「
外
国
人
定
住
と
旅
行
法
（
五
六
八
三
号
）」、

二
〇
〇
三
年
の
「
外
国
人
の
労
働
許
可
に
関
す
る
法
（
法
律
第
四
八
一
七
号
）」
等
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
外
国
人
の
出
入
国
や
ビ
ザ
の
発

給
、
国
内
滞
在
、
定
住
、
就
労
、
帰
化
、
追
放
等
を
管
理
し
て
き
）
12
（
た
。
特
に
「
定
住
法
」
の
な
か
で
「
移
民
」
が
「
ト
ル
コ
系
と
そ
の
文

化
に
連
な
る
者
」
と
定
義
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
共
和
国
初
期
か
ら
ト
ル
コ
系
移
民
の
受
け
入
れ
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
た
一
方
で
、
こ

の
定
義
に
合
致
し
な
い
移
民
や
難
民
は
ト
ル
コ
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
）
13
（
た
。
ト
ル
コ
に
お
け
る
「
移
民
（G

öçm
en

）」
と
は
、
本
来
的
に
は



法学政治学論究　第131号（2021.12）

62

「
ト
ル
コ
系
」
や
「
ト
ル
コ
文
化
に
属
す
る
者
」
を
指
す
の
で
あ
り
、
非
ト
ル
コ
系
の
人
々
は
「
外
国
人
（Yabancılar

）」
と
し
て
区
別
さ

れ
、
ト
ル
コ
社
会
へ
の
統
合
対
象
と
し
て
は
見
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
）
14
（

る
。
現
在
の
二
〇
〇
六
年
制
定
の
定
住
法
第
五
五
四

三
号
の
第
三
条
と
四
条
で
も
、「
移
民
（G

öçm
en

）」
が
ト
ル
コ
系
と
ト
ル
コ
文
化
に
属
す
る
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
外
国

人
は
「
移
民
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
）
15
（
る
。
こ
う
し
た
規
定
が
、
後
述
す
る
「
外
国
人
」
と
「
移
民
」
の
間

の
国
籍
取
得
要
件
の
違
い
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ト
ル
コ
は
、「
移
民
」
の
独
自
の
解
釈
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

受
け
入
れ
る
人
々
を
選
別
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
難
民
の
国
際
保
護
に
関
し
て
は
、
ト
ル
コ
は
一
九
五
一
年
の
「
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
」、
一
九
六
七
年
の
「
難
民
の
地

位
に
関
す
る
議
定
書
」
に
批
准
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に
「
地
理
的
制
限
」
を
課
す
こ
と
で
、「
欧
州
か
ら
や
っ
て
き
た
者
」
の
み
を
「
難

民
」
で
あ
る
と
規
定
し
て
き
）
16
（
た
（
つ
ま
り
、
後
述
の
よ
う
に
ト
ル
コ
で
は
シ
リ
ア
人
は
「
難
民
」
と
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
）。
さ
ら
に
一
九
九
四

年
に
は
、
移
民
や
難
民
に
対
す
る
国
内
政
策
を
国
際
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
「
庇
護
規
定
」
を
閣
議
決
定
し
、
同
規
定
が
「
外
国
人

と
国
際
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
有
効
な
法
的
行
政
の
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
庇
護
規
定
は
、
一
時
的
保
護
の
部

分
的
な
提
供
に
留
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
国
境
の
開
放
や
難
民
の
強
制
送
還
の
禁
止
、
人
道
的
支
援
を
欠
く
な
ど
、
十
分
な
保
護
体
制
を

整
備
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
こ
う
し
た
諸
制
度
は
、
こ
の
度
の
大
規
模
な
シ
リ
ア
人
の
保
護
に
対
応
で
き
る
も
の

で
は
な
か
っ
）
17
（
た
。

　
シ
リ
ア
人
の
大
規
模
な
流
入
を
受
け
て
ト
ル
コ
政
府
は
、
二
〇
一
三
年
に
「
外
国
人
と
国
際
保
護
法
（
法
律
第
六
四
五
八
号
）」
を
制
定

し
た
。
同
法
は
、
ト
ル
コ
へ
の
入
国
・
入
国
禁
止
、
定
住
、
退
去
の
要
件
と
共
に
、
国
際
保
護
・
一
時
的
保
護
の
条
件
や
移
民
局
の
役
割

な
ど
を
改
め
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
外
国
人
（
移
民
・
難
民
を
含
む
）
の
取
扱
い
を
ま
と
め
た
包
括
的
な
法
と

な
っ
て
い
る
。
同
法
が
明
示
し
て
い
る
目
的
や
枠
組
み
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
同
法
は
「
外
国
人
の
ト
ル
コ
へ
の
入
国
・
滞

在
・
出
国
と
共
に
、
ト
ル
コ
に
保
護
を
求
め
る
外
国
人
に
保
障
さ
れ
る
保
護
の
枠
組
み
や
履
行
に
関
す
る
手
続
き
や
原
則
を
規
定
す
る
」
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も
の
で
あ
り
、「
こ
の
法
律
は
外
国
人
に
関
連
す
る
行
動
や
活
動
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
国
境
や
国
境
ゲ
ー
ト
、
あ
る
い
は
ト
ル

コ
国
内
に
お
け
る
個
々
の
外
国
人
の
保
護
要
請
に
対
し
て
、
保
障
さ
れ
る
べ
き
国
際
保
護
や
、
強
制
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
祖
国
に
戻
る

こ
と
が
で
き
ず
、
集
団
と
し
て
ト
ル
コ
に
流
入
し
た
外
国
人
に
対
し
て
、
緊
急
的
な
も
の
と
し
て
、
一
時
的
保
護
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
）
18
（
る
。

　
同
法
並
び
に
移
民
局
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
外
国
人
の
滞
在
の
種
類
は
、「
合
法
移
民
（
短
期
・
長
期
滞
在
、
家
族
滞
在
、
学
生
滞

在
、
人
道
的
滞
在
、
人
身
売
買
の
被
害
者
の
滞
在
）」、「
不
法
移
民
（
不
法
入
国
・
滞
在
並
び
に
、
合
法
的
に
入
国
し
た
が
滞
在
許
可
の
期
間
を
過
ぎ
て

も
ト
ル
コ
に
い
る
者
）」、「
国
際
保
護
（
難
民
、
条
件
付
き
難
民
、
補
助
的
保
護
）」、「
一
時
的
保
護
」
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
同
法
で
は
、「
難

民
」
と
は
「
欧
州
諸
国
で
の
出
来
事
の
結
果
や
っ
て
き
た
者
」
と
さ
れ
、「
条
件
付
き
難
民
」
と
は
「
欧
州
諸
国
以
外
で
の
出
来
事
の
結

果
や
っ
て
き
た
者
」、「
補
助
的
保
護
」
と
は
「
難
民
や
条
件
付
き
難
民
に
は
該
当
し
な
い
が
、〔
国
際
的
な
保
護
が
必
要
で
あ
る
〕
外
国
人
あ

る
い
は
無
国
籍
者
」
だ
と
定
義
さ
れ
て
い
）
19
（

る
。

　
二
〇
二
一
年
の
時
点
で
、
ト
ル
コ
に
滞
在
す
る
「
合
法
移
民
」
は
一
一
四
万
七
七
四
〇
人
で
あ
り
、
短
期
滞
在
が
約
八
二
万
人
、
学
生

滞
在
が
約
九
万
五
〇
〇
〇
人
、
家
族
滞
在
が
約
八
万
六
〇
〇
〇
人
、
そ
の
他
で
約
一
四
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
出
身
国
別
の
内
訳
は
主
に
、

イ
ラ
ク
人
、
テ
ュ
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
人
、
シ
リ
ア
人
、
イ
ラ
ン
人
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
、
ロ
シ
ア
人
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
人
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。「
不
法
移
民
」
は
、
二
〇
二
一
年
の
段
階
で
五
万
三
一
七
三
人
だ
が
、
二
〇
一
九
年
度
の
不

法
移
民
数
は
、
四
五
万
四
六
六
二
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
年
間
に
多
く
の
不
法
移
民
が
国
外
追
放
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

出
身
国
別
の
内
訳
は
主
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
、
シ
リ
ア
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
、
イ
ラ
ク
人
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
、
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
人
、
イ
ラ
ン
人
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
シ
リ
ア
人
の
な
か
に
は
、
ト
ル
コ
政
府
か
ら
「
難
民
」
や
「
一
時

的
保
護
」
の
対
象
者
と
し
て
登
録
し
て
も
ら
え
ず
に
、「
不
法
移
民
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
ト
ル
コ
か
ら
追
放
さ
れ
た
者
も
含
ま
れ
る
と
思

わ
れ
る
。「
国
際
保
護
」
に
関
し
て
は
、「
難
民
」、「
条
件
付
き
難
民
」、「
補
助
的
保
護
」
別
の
認
定
数
は
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
申
請
者
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数
の
み
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
の
時
点
で
、
三
万
一
三
三
四
人
が
国
際
保
護
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
。
出
身
国
別
で
は
主
に
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
、
イ
ラ
ク
人
、
イ
ラ
ン
人
が
国
際
保
護
を
申
請
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
シ
リ
ア
人
の
保
護
を
目
的
と
し
た
「
一
時
的

保
護
」
で
は
、
二
〇
二
一
年
の
時
点
で
、
三
六
八
万
四
四
一
二
人
が
登
録
さ
れ
て
い
）
20
（
る
。
そ
し
て
総
数
は
不
明
か
つ
想
定
困
難
だ
が
、
ト

ル
コ
政
府
か
ら
あ
ら
ゆ
る
申
請
を
却
下
さ
れ
、
ど
の
地
位
も
権
利
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
「
証
書
な
き
移
民
（U

ndocum
ented 

M
igrants

）」
も
存
在
し
て
い
）
21
（

る
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
ト
ル
コ
に
逃
れ
て
き
た
シ
リ
ア
人
は
「
難
民
」
で
は
な
く
、「
一
時
的
保
護
」
の
対
象
者
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
的
な
扱

い
に
な
っ
て
い
）
22
（

る
。
一
時
的
保
護
と
は
、「
国
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
帰
国
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
緊
急
的
か
つ
一

時
的
な
保
護
が
必
要
で
あ
り
、
我
が
国
に
大
挙
し
て
や
っ
て
き
た
か
、
あ
る
い
は
我
が
国
の
国
境
を
通
過
す
る
外
国
人
に
対
し
て
、
一
時

的
保
護
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
）
23
（
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ト
ル
コ
に
逃
れ
て
き
た
シ
リ
ア
人
に
は
、
本
来
難
民
と
し
て
付
与
さ
れ

る
べ
き
地
位
や
権
利
等
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
ト
ル
コ
独
自
の
枠
組
み
で
そ
の
付
与
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
ト
ル
コ
系
と
ト
ル

コ
文
化
」
に
よ
る
制
限
は
課
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
ト
ル
コ
政
治
へ
の
参
加
、
国
籍
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
反
差
別
に
関
す
る
規
制
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
な
い
な
）
24
（
ど
、
ト
ル
コ
国
民
社
会
に
公
正
に
参
加
す
る
に
は
、
依
然
課
題
が
残
る
も
の
だ
っ
た
。

㈡
　
シ
リ
ア
人
の
地
位
及
び
権
利

　「
一
時
的
保
護
」
と
し
て
の
シ
リ
ア
人
の
地
位
や
権
利
、
義
務
は
、「
外
国
人
と
国
際
保
護
法
」
第
九
一
条
に
依
拠
し
て
設
け
ら
れ
た

「
一
時
的
保
護
の
規
定
」
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
一
時
的
保
護
に
関
す
る
様
々
な
規
定
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
ト
ル
コ
国
内
の
シ
リ
ア
人

の
置
か
れ
た
状
況
は
極
め
て
曖
昧
で
、
不
安
対
な
立
場
に
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
詳
細
な
内
容
は
同
規
定
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、

各
々
の
条
文
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
シ
リ
ア
人
へ
の
一
時
的
保
護
の
体
制
自
体
が
、
ト
ル
コ
国
家
・
政
府
の
判
断
で
恣
意

的
に
終
了
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
移
動
の
制
限
が
設
け
ら
れ
、
定
住
地
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
時
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的
保
護
の
受
益
者
は
基
本
的
に
、
指
定
さ
れ
た
定
住
地
で
し
か
労
働
市
場
へ
の
参
加
、
教
育
・
健
康
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ま
た
一
時
的
保
護
の
地
位
を
利
用
し
た
「
長
期
滞
在
」
へ
の
移
行
や
「
帰
化
」
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
当
局
の
判
断
で
ト
ル
コ

の
公
共
秩
序
の
脅
威
と
み
な
さ
れ
る
者
も
、
一
時
的
保
護
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
ト
ル
コ
を
「
自
分
の
意
思
」
で
離
れ
た
者
も
ま
た
一
時
的

保
護
の
地
位
を
失
う
。
そ
し
て
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
の
滞
在
義
務
を
含
め
、
課
さ
れ
た
義
務
を
違
反
し
た
場
合
に
は
、
権
利
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
）
25
（

る
。
現
在
、
三
六
〇
万
人
以
上
の
シ
リ
ア
人
が
、
こ
う
し
た
「
一
時
的
保
護
」
の
下
で
、
ト
ル
コ
で
生
活
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
第
六
条
で
強
制
送
還
の
禁
止
が
謳
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
現
在
の
ト
ル
コ
で
は
、
シ
リ
ア
人
の
拘
留
と
シ
リ
ア
へ
の
強
制
送

還
・
追
放
処
分
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
欧
州
理
事
会
（European Council

）
の
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
政
府
は
、
近
年
の
軍
事
作
戦
（「
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
盾
作
戦
（
二
〇
一
六
年
）」、「
オ
リ
ー
ブ
の
枝
作
戦
（
二
〇
一
八
年
）」、

「
平
和
の
春
作
戦
（
二
〇
一
九
年
）」）
に
よ
っ
て
、
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
国
境
沿
い
に
セ
ー
フ
ゾ
ー
ン
を
設
け
て
お
り
、
そ
う
し
た
地
域
に
ト
ル

コ
国
内
の
シ
リ
ア
人
を
強
制
的
に
送
致
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
に
、
シ
リ
ア
人
が
「
自
発
的
に
帰
還
」
し
た
と
見
せ
か
け
る
た
め
に
、
時

に
は
暴
力
を
行
使
し
な
が
ら
、
強
制
的
に
帰
還
同
意
書
に
サ
イ
ン
さ
せ
て
い
る
。
強
制
送
還
の
対
象
者
に
は
、
一
次
的
保
護
の
登
録
者
・

未
登
録
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
時
的
保
護
下
に
あ
る
者
は
、
強
制
送
還
の
さ
い
に
は
そ
の
地
位
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
一
連

の
政
策
に
よ
っ
て
、
ト
ル
コ
当
局
は
こ
れ
ま
で
に
、「
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
盾
ゾ
ー
ン
」
に
三
八
万
人
、「
オ
リ
ー
ブ
の
枝
ゾ
ー
ン
」
に
六
万

五
〇
〇
〇
人
、「
平
和
の
春
ゾ
ー
ン
」
に
一
三
万
五
〇
〇
〇
人
が
、
帰
還
し
て
い
っ
た
と
い
）
26
（

う
。

　
こ
の
よ
う
な
セ
ー
フ
ゾ
ー
ン
へ
の
「
自
発
的
帰
還
」
だ
け
で
な
く
、
ト
ル
コ
国
内
に
は
合
法
的
に
入
国
で
き
ず
、
ま
た
は
一
時
的
保
護

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
強
制
送
還
、
追
放
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
シ
リ
ア
人
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
近
年
ト
ル
コ
は
、
シ
リ

ア
国
境
沿
い
に
約
七
六
四
㎞
に
わ
た
る
壁
を
構
築
し
て
お
り
、
国
境
警
備
を
よ
り
厳
重
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
シ
リ
ア
人
が
ト
ル
コ
に

避
難
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
非
合
法
的
な
手
段
で
ト
ル
コ
に
入
国
、
避
難
す
る
シ
リ
ア
人
も
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
一
八
年
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だ
け
で
、
少
な
く
と
も
二
二
万
四
三
五
八
人
の
シ
リ
ア
人
が
、
シ
リ
ア
国
境
沿
い
か
ら
ト
ル
コ
に
不
法
に
入
国
し
た
こ
と
で
逮
捕
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
ト
ル
コ
国
内
で
も
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
五
万
五
二
三
六
人
の
シ
リ
ア
人
が
、「
非
合
法
移
民
」
と
し
て
逮
捕
さ
れ
て
い
）
27
（

る
。

こ
う
し
た
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
一
時
的
保
護
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
シ
リ
ア
人
が
ト
ル
コ
に
は
数
十
万
人
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
）
28
（
り
、

こ
う
し
た
人
々
は
「
非
合
法
移
民
」、「
証
書
な
き
移
民
」
と
し
て
ト
ル
コ
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
逮
捕
や
強
制
送
還
、

国
外
追
放
の
リ
ス
ク
に
常
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
最
低
限
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
摘
発
を
逃
れ
、

ト
ル
コ
国
内
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
極
め
て
厳
し
い
生
活
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
シ
リ
ア
人
は
、
安
定
し
た
庇
護
制
度
の
下
で
生
活
を
送
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
以
下

で
み
て
い
く
よ
う
に
、
庇
護
体
制
の
な
か
で
権
利
を
付
与
さ
れ
た
シ
リ
ア
人
で
あ
っ
て
も
、
不
安
定
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

㈢
　
シ
リ
ア
人
の
労
働
と
教
育
を
め
ぐ
る
状
況

1
　
シ
リ
ア
人
の
労
働
状
況

　
現
在
多
く
の
シ
リ
ア
人
は
、
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
国
境
沿
い
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
な
く
、
移
民
局
が
指
定
し
た
各
県
で
生
活
し
て
い
る
。

指
定
さ
れ
た
県
で
な
け
れ
ば
、
教
育
・
労
働
・
健
康
ケ
ア
に
関
す
る
許
可
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
基
本
的
に
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
無
許
可
で
他
県
に
移
動
し
、
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
一
時
的
保
護
の
剝
奪
、
摘
発
や
拘
留
、
追
放
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
）
29
（

る
。

各
県
で
登
録
さ
れ
て
い
る
、
一
時
的
保
護
下
に
あ
る
シ
リ
ア
人
の
内
訳
を
み
る
と
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
県
（
約
五
二
万
七
〇
〇
〇
名
）、
首
都

を
含
む
ア
ン
カ
ラ
県
（
約
一
○
万
一
〇
〇
〇
人
）、
ト
ル
コ
第
三
の
都
市
イ
ズ
ミ
ー
ル
県
（
約
一
四
万
八
〇
〇
〇
人
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
県

が
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
が
、
シ
リ
ア
人
の
受
け
入
れ
は
や
は
り
シ
リ
ア
国
境
沿
い
の
県
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
一
時
的
保
護
下
に

あ
る
シ
リ
ア
人
の
年
齢
層
に
関
し
て
は
、
〇
〜
九
歳
ま
で
が
約
一
〇
六
万
人
、
一
〇
〜
一
八
歳
ま
で
が
約
六
八
万
人
、
一
九
〜
三
四
歳
ま
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で
が
約
一
一
六
万
人
、
三
五
〜
五
九
歳
ま
で
が
約
六
五
万
七
〇
〇
〇
人
、
六
〇
〜
九
〇
歳
以
上
が
約
一
一
万
六
〇
〇
〇
人
と
、
幼
年
層
や

就
学
年
齢
層
、
生
産
年
齢
人
口
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
）
30
（

る
。
よ
っ
て
ト
ル
コ
社
会
へ
の
統
合
の
み
な
ら
ず
、
シ
リ
ア
人
の
生
活
を
再
建
す

る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
世
代
が
ト
ル
コ
で
安
定
し
て
生
活
を
行
え
る
よ
う
に
、
就
労
・
教
育
環
境
を
各
都
市
部
で
整
え
て
い
く
こ
と
が

必
須
と
な
る
。

　
ま
ず
は
シ
リ
ア
人
の
労
働
環
境
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
当
初
、
一
時
的
保
護
下
に
あ
る
シ
リ
ア
人
の
大
半
は
労
働
許
可
を
得
る
こ
と
が

不
可
能
で
あ
っ
た
。
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
し
た
シ
リ
ア
人
の
み
が
労
働
許
可
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
ト
ル
コ
に

逃
れ
て
き
た
多
く
の
シ
リ
ア
人
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
シ
リ
ア
人
は
、
無
許
可
で
の
違
法
労
働
や
、

低
賃
金
労
働
に
従
事
す
る
他
な
く
、
そ
れ
が
児
童
労
働
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
二
〇
一
六
年
一
月
に
「
一
時
的

保
護
下
に
あ
る
外
国
人
の
労
働
許
可
に
関
す
る
規
定
」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
一
時
的
保
護
下
に
あ
り
、
六
か
月
以
上
ト
ル
コ
に
滞
在

し
て
い
る
シ
リ
ア
人
の
労
働
が
可
能
に
な
っ
）
31
（
た
。

　
し
か
し
シ
リ
ア
人
の
多
く
が
、
厳
し
い
労
働
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
シ
リ
ア
人
を
雇
用
す
る
さ
い
に
は
、
雇
用
主
が
申
請
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
さ
い
に
労
働
許
可
料
を
国
に
支
払
う
必
要
が
あ
る
。
許
可
料
は
約
三
七
八
ト
ル
コ
リ
ラ
（
日
本
円
で
約
五

〇
〇
〇
円
）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
費
用
負
担
か
ら
、
許
可
料
の
支
払
い
を
嫌
が
る
雇
用
主
が
数
多
く
お
り
、
結
果
的
に
シ
リ
ア
人
の
違
法

な
雇
用
や
、
長
時
間
労
働
、
最
低
賃
金
以
下
の
労
働
、
賃
金
未
払
い
が
横
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
各
雇
用
先
で
は
、
全
従
業
員
に

占
め
る
シ
リ
ア
人
労
働
者
の
割
合
は
一
〇
％
以
下
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
（
従
業
員
数
が
一
〇
名
な
ら
ば
、
雇
え
る
シ
リ
ア
人
は

一
人
ま
で
）、
各
企
業
が
シ
リ
ア
人
を
多
く
雇
用
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ト
ル
コ
語
能
力
の
欠
如
に
よ
っ
て
、
シ
リ

ア
人
の
多
く
は
非
熟
練
の
単
純
労
働
市
場
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
〇
一
六
年
一
月
か
ら
二
〇
一
八
年
九
月
ま
で
に
、
シ
リ
ア

人
に
与
え
ら
れ
た
労
働
許
可
数
は
二
万
七
九
三
〇
件
で
あ
り
（
内
訳
は
最
大
の
割
合
を
占
め
る
「
肉
体
労
働
者
」
で
二
四
一
一
件
、「
繊
維
労
働

者
」
で
一
一
一
七
件
、「
雑
用
」
で
六
五
三
件
、「
医
者
」
で
五
五
四
件
、「
看
護
師
」
で
五
四
三
件
な
ど
。
ま
た
労
働
許
可
の
九
三
％
は
男
性
、
七
％
は
女
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性
で
あ
る
）、
こ
う
し
た
数
値
が
シ
リ
ア
人
の
全
労
働
人
口
数
と
比
較
し
て
も
、
極
端
に
低
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
多
く
の
シ
リ
ア
人

は
、
雇
用
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
雇
用
主
に
声
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
結
果
的
に
、
一
時
的
保
護
下
に
あ
る
シ
リ
ア
人
へ
の
労

働
許
可
は
実
現
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
多
く
の
シ
リ
ア
人
は
依
然
と
し
て
違
法
な
状
態
で
の
低
賃
金
・
単
純
労
働
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
て
い
）
32
（
る
。
ル
イ
ス
・
カ
ロ
（
二
〇
二
〇
）
に
よ
れ
ば
、
九
四
万
人
の
シ
リ
ア
人
労
働
者
の
う
ち
、
約
八
六
万
二
〇
〇
〇
人

が
非
正
規
状
態
で
あ
り
、
主
に
非
熟
練
の
労
働
市
場
（
製
造
業
、
建
築
作
業
な
ど
）
で
働
い
て
い
る
。
さ
ら
に
五
〜
一
四
歳
ま
で
の
シ
リ
ア

人
の
児
童
労
働
者
の
数
は
約
一
二
万
七
〇
〇
〇
人
に
も
な
る
。
シ
リ
ア
人
の
平
均
月
収
は
、
約
一
三
〇
二
ト
ル
コ
リ
ラ
（
日
本
円
で
約
一

万
七
〇
〇
〇
円
）
程
度
で
あ
）
33
（

る
。
こ
れ
は
家
族
を
支
え
な
が
ら
都
市
部
で
生
活
し
て
い
く
に
は
厳
し
い
額
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
一
時

的
保
護
を
得
ら
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
指
定
さ
れ
た
県
を
離
れ
た
シ
リ
ア
人
は
、
労
働
許
可
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
正
規
の
労
働
市

場
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
近
年
で
は
、
シ
リ
ア
人
自
身
に
よ
る
起
業
が
増
加
し
て
い
る
。
一
時
的
保
護
下
に
あ
る
シ
リ
ア
人
は
、
銀
行
口
座
の
開
設
や
起
業

を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
二
〇
一
八
年
五
月
末
で
、
ト
ル
コ
国
内
で
シ
リ
ア
人
が
設
立
し
た
会
社
は
七
二
〇
〇
社
以
上
に
上
り
、
未
登
録

の
会
社
も
含
め
れ
ば
、
そ
の
総
数
は
さ
ら
に
増
え
る
と
い
う
。
多
く
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
県
や
、
シ
リ
ア
国
境
沿
い
の
ガ
ジ
ア
ン
テ
ッ
プ
県
、

ハ
タ
イ
県
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。
シ
リ
ア
人
に
よ
っ
て
起
業
さ
れ
た
会
社
は
、
シ
リ
ア
人
の
顧
客
向
け
に
設
立
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
屋

台
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
肉
屋
、
ベ
ー
カ
リ
ー
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
シ
リ
ア
人
に
よ
っ
て
起
業
さ
れ
た
店
舗
が
、
シ
リ
ア
人
の
失
業
、
非

正
規
雇
用
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
シ
リ
ア
人
起
業
家
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
の
雇
用
者
数
も
全
体

で
一
〇
万
人
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
時
的
保
護
下
に
あ
る
シ
リ
ア
人
の
雇
用
に
は
制
限
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

シ
リ
ア
人
起
業
家
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
た
シ
リ
ア
人
の
数
も
、
ト
ル
コ
で
働
く
全
て
の
シ
リ
ア
人
の
一
七
％
程
度
と
さ
れ
る
。
ま
た
シ
リ

ア
人
起
業
家
は
、
ト
ル
コ
の
法
や
金
融
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
の
情
報
取
得
、
移
動
の
制
限
、
金
融
取
引
や
輸
出
入
、

ロ
ー
ン
に
関
す
る
銀
行
と
の
や
り
取
り
、
法
人
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
関
し
て
も
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
）
34
（

う
。
こ
の
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よ
う
に
、
シ
リ
ア
人
が
ト
ル
コ
経
済
に
統
合
さ
れ
、
経
済
的
な
自
立
を
果
た
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

2
　
シ
リ
ア
人
の
教
育
状
況

　
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
が
、
ト
ル
コ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
統
合
さ
れ
る
手
段
は
二
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ト
ル
コ
の
公
立
・
私
立
学
校

に
通
う
か
、
ト
ル
コ
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
が
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
外

で
設
立
さ
れ
、
ト
ル
コ
の
国
民
教
育
省
に
認
可
さ
れ
た
「
一
時
的
教
育
セ
ン
タ
ー
（G

eçici Eğitim
 M

erkezi

）」
に
通
う
か
で
あ
る
。
前
者

は
ト
ル
コ
国
民
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ト
ル
コ
語
で
の
授
業
で
あ
る
。
後
者
は
、
ト
ル
コ
の
国
益
に
反
し
な
い
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
シ

リ
ア
人
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
使
用
し
、
シ
リ
ア
人
の
教
員
に
よ
っ
て
ア
ラ
ビ
ア
語
で
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
）
35
（
た
。

　
し
か
し
、
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
の
教
育
状
況
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
公
立
学
校
で
は
、
一
時
的
保
護

を
受
け
て
い
る
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
は
無
料
で
初
等
・
中
等
教
育
に
該
当
す
る
基
礎
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
一
時
的
保

護
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
子
供
で
あ
っ
て
も
、「
ゲ
ス
ト
」
と
し
て
学
校
に
通
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
卒
業
証
明
書
等
は
発
行
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
教
育
に
関
す
る
公
的
な
書
類
を
得
る
た
め
に
は
、
一
時
的
保
護
へ
の
登
録
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。
公
立

学
校
や
一
時
的
教
育
セ
ン
タ
ー
に
は
多
く
の
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
が
通
っ
て
お
り
、
二
〇
一
九
・
二
〇
二
〇
年
度
で
は
、
六
八
万
四
二

五
三
人
が
通
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
就
学
年
齢
に
達
し
た
シ
リ
ア
人
の
子
供
の
六
三
％
に
該
当
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
四
〇
万
人
の
シ
リ
ア

人
の
子
供
た
ち
が
学
校
に
通
え
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
貧
困
に
端
を
発
す
る
児
童
労
働
や
強
制
結
婚
の
横
行
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
学
校
内
で
の
差
別
や
偏
見
、
い
じ
め
の
問
題
も
深
刻
で
あ
る
。
ト
ル
コ
語
の
学
習
機
会
も
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ

や
世
界
銀
行
の
支
援
に
よ
っ
て
、
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
の
入
学
数
の
増
大
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
多
く
の
学
校
が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、

教
員
数
が
八
万
名
ほ
ど
不
足
し
て
い
る
な
ど
、
十
分
な
教
育
環
境
を
構
築
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
）
36
（

い
。
ま
た
私
立
学
校
に
関
し
て
も
、

高
い
教
育
費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
、
私
立
学
校
へ
の
入
学
は
多
く
の
シ
リ
ア
人
に
と
っ
て
現
実
的
で
は
な
い
と
い
え
る
。
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一
方
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
等
の
国
際
機
関
や
市
民
社
会
組
織
の
支
援
を
受
け
て
運
営
さ
れ
て
い
る
一
時
的
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
シ
リ
ア

人
の
教
員
に
よ
る
、
シ
リ
ア
人
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
た
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
の
教
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
当
初
は
多
く

の
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
が
通
っ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
の
ト
ル
コ
政
府
の
方
針
に
よ
り
、
一
時
的
教
育
セ
ン
タ
ー
の
段
階
的
な
閉
鎖
が

決
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
る
子
供
た
ち
を
公
立
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
で
、
彼
ら
を
ト
ル
コ
社
会
に
統
合
さ
せ

る
た
め
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
に
は
一
一
県
で
一
九
九
の
一
時
的
教
育
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
約
三
万
九
〇
〇
〇
人
の
シ
リ
ア
人
の
子
供
た

ち
が
通
っ
て
い
た
が
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
す
べ
て
の
一
時
的
教
育
セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
一
時
的
教
育
セ
ン
タ
ー
は
脆
弱
な
イ
ン

フ
ラ
設
備
や
教
材
の
不
足
、
立
地
の
悪
さ
、
子
供
た
ち
や
先
生
た
ち
の
様
々
な
物
理
的
・
精
神
的
な
負
担
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
た
も
の
の
、
子
供
た
ち
に
ア
ラ
ビ
ア
語
や
シ
リ
ア
の
文
化
を
維
持
さ
せ
た
い
シ
リ
ア
人
の
家
庭
か
ら
の
支
持
も
あ
っ
た
。
し
か
し
今
後
、

公
立
学
校
で
の
ト
ル
コ
国
民
向
け
の
教
育
が
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
シ
リ
ア
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
母
語
を
失
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
）
37
（
る
。

　
ト
ル
コ
大
国
民
議
会
の
人
権
調
査
委
員
会
の
報
告
書
（
二
〇
一
八
）
で
は
、「
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
に
ア
ラ
ビ
ア
語
の
教
育
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
子
供
た
ち
が
ト
ル
コ
に
永
住
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ト
ル
コ
語
教
育
を
行
い
、

ト
ル
コ
語
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
適
応
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
子
供
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
た
め
に
、
母
語
学
習
の

可
能
性
を
保
証
し
つ
つ
、
み
な
が
ト
ル
コ
人
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
に
統
合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
）
38
（
る
。
さ
ら
に

移
民
局
は
、
ト
ル
コ
語
を
学
習
す
る
こ
と
で
、
労
働
市
場
、
教
育
活
動
、
提
供
さ
れ
る
権
利
や
サ
ー
ビ
ス
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
可
能
に
な

り
、
ト
ル
コ
社
会
に
よ
り
適
合
し
、
社
会
的
な
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
）
39
（

る
。
学
校
教
育
に
お
け
る
ト
ル
コ
語
教
育
は
確
か
に
ト

ル
コ
の
日
常
生
活
へ
の
統
合
を
手
助
け
す
る
だ
ろ
う
が
、
母
語
能
力
の
欠
如
も
ま
た
、
シ
リ
ア
と
の
社
会
的
絆
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
将

来
的
な
シ
リ
ア
へ
の
帰
還
を
一
層
困
難
に
さ
せ
）
40
（

る
。
ト
ル
コ
で
は
こ
れ
ま
で
、
国
民
の
同
質
性
の
維
持
の
観
点
か
ら
、
ト
ル
コ
語
以
外
の

母
語
教
育
は
禁
じ
ら
れ
て
き
た
。
よ
っ
て
、「
母
語
と
し
て
の
ア
ラ
ビ
ア
語
」
教
育
の
実
現
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
と
言
え
る
。
仮
に
異
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な
る
形
で
言
語
教
育
が
実
現
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ク
ル
ド
語
と
同
様
に
「
方
言
」
や
「
生
活
言
語
」
と
い
っ
た
形
態
の
な
か
で
の
、

部
分
的
か
つ
限
定
的
な
教
育
内
容
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
、
ト
ル
コ
政
府
が
、
シ
リ
ア
人
の
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
言
語
・
文
化
に
配
慮
し
、
こ
れ
ら
を
保
護
・
促
進
す
る
よ
う
な
政
策
を
積
極
的
に
打
ち
出
す
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
多
く
の
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
は
、
公
教
育
の
な
か
で
、
多
く
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
同
様
に
、
ト
ル
コ
化
を
被

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
が
い
る
な
か
、
公
教
育
を
安
定

し
て
受
け
ら
れ
る
子
供
た
ち
も
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
の
将
来
の
行
く
末
だ
け
で
な
く
、
各
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
も
、
大
き
な
格
差
や
分
断
が
生
じ
て
い
く
恐
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
様
々
に
ト
ル
コ
の
シ
リ
ア
人
の
地
位
や
権
利
、
不
安
定
な
生
活
状
況
を
概
観
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
は
以
下
の
よ
う
な
問
題

点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ト
ル
コ
の
外
国
人
に
対
す
る
庇
護
体
制
は
、
法
的
差
異
に
基
づ
く
、
権
利
の
不
平
等
だ
と
い
わ
れ
る
。

と
く
に
シ
リ
ア
人
の
よ
う
な
「
ゲ
ス
ト
」
あ
る
い
は
「
一
時
的
保
護
」
と
い
っ
た
き
わ
め
て
曖
昧
な
地
位
が
、
彼
ら
へ
の
権
利
付
与
や
将

来
の
見
通
し
ま
で
を
も
不
明
瞭
に
さ
せ
て
い
る
。
シ
リ
ア
人
は
「
ゲ
ス
ト
」
で
あ
り
、
一
時
的
に
ト
ル
コ
に
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
い
ず

れ
シ
リ
ア
に
帰
る
と
い
う
言
説
や
想
定
が
、
彼
ら
の
政
治
的
要
請
や
権
利
の
枠
組
み
を
狭
め
て
い
る
の
で
あ
）
41
（
る
。
前
述
の
よ
う
に
現
在
の

シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
は
、
永
住
や
長
期
滞
在
、
ト
ル
コ
社
会
へ
の
統
合
を
想
定
し
た
う
え
で
公
立
学
校
に
通
わ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

一
時
的
保
護
の
も
と
で
は
、
帰
化
や
長
期
滞
在
へ
の
移
行
は
で
き
ず
、
移
動
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
保
護
的
地
位
の

廃
止
も
あ
り
得
る
。
よ
っ
て
、
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
が
、
ト
ル
コ
国
民
・
市
民
と
し
て
将
来
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か

を
含
め
て
、
そ
の
一
切
が
不
確
実
で
あ
る
。
多
く
の
ト
ル
コ
の
シ
リ
ア
人
は
統
合
、
再
定
住
、
拘
留
、
強
制
送
還
、
同
化
、
排
除
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
危
機
を
は
じ
め
と
し
た
、
何
層
に
も
わ
た
る
曖
昧
か
つ
不
安
定
な
空
間
の
な
か
を
行
き
交
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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四
　
ト
ル
コ
国
籍
取
得
を
め
ぐ
る
問
題

　
ト
ル
コ
の
シ
リ
ア
人
の
大
半
は
「
難
民
」
で
も
な
け
れ
ば
、「
ト
ル
コ
市
民
」
に
な
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ト
ル
コ
で
の
定
住
が
今
後
も

許
可
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
シ
リ
ア
へ
の
帰
還
が
可
能
に
な
る
の
か
、
そ
の
一
切
が
不
明
瞭
の
ま
ま
、
厳
し
い
生
活
状
況
を
耐
え
忍
ん

で
い
る
。
近
年
で
は
、
こ
う
し
た
不
安
定
な
地
位
や
権
利
問
題
を
解
消
し
、
安
心
し
て
ト
ル
コ
社
会
で
生
活
を
し
て
い
く
た
め
の
、
シ
リ

ア
人
か
ら
の
ト
ル
コ
国
籍
取
得
の
要
望
も
増
加
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
協
力
の
下
で
作
成
さ
れ
、
ト
ル
コ
国
内
の
一
五
の
都
市
の
一

四
一
八
世
帯
、
六
五
二
七
人
の
シ
リ
ア
人
を
対
象
に
行
わ
れ
た
意
識
調
査
で
あ
る
「
シ
リ
ア
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
（
二
〇
一
九
）」
で
は
、

「
シ
リ
ア
と
ト
ル
コ
の
二
重
国
籍
を
得
た
い
」
に
は
五
七
・
七
％
、「
ト
ル
コ
国
籍
の
み
を
得
た
い
」
に
は
二
二
・
六
％
が
同
意
し
て
い
る
。

さ
ら
に
五
一
・
八
％
が
「
ど
ん
な
状
況
で
も
シ
リ
ア
に
は
帰
ら
な
い
」
と
し
て
い
）
42
（
る
。
難
民
連
帯
連
盟
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

の
結
果
か
ら
、
多
く
の
シ
リ
ア
人
が
ト
ル
コ
国
籍
を
望
む
背
景
に
は
、
教
育
や
労
働
・
保
健
へ
の
完
全
な
ア
ク
セ
ス
や
、
地
域
社
会
で
平

等
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
、
移
動
の
自
由
を
得
た
い
こ
と
、
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
で
国
外
の
親
戚
に
再
会
す
る
こ
と
、
あ
る

い
は
ト
ル
コ
へ
の
帰
属
感
を
得
る
こ
と
な
ど
が
、
挙
げ
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
シ
リ
ア
人
が
、
一
時
的
保
護
で
既
に
保
障
さ
れ
て
い
る
労

働
・
教
育
に
関
す
る
権
利
を
、
ト
ル
コ
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
で
十
分
に
行
使
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
も
、
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
と
い
う
。
つ
ま
り
一
時
的
保
護
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
与
え
ら
れ
て
は
い
て
も
、
十
分
に
は
行
使
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
）
43
（

る
。
近

年
で
は
、
ト
ル
コ
政
府
側
か
ら
も
、
シ
リ
ア
人
の
国
籍
取
得
に
関
す
る
発
言
が
度
々
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
シ
リ
ア
人
へ
の
国
籍
付

与
は
、
民
族
問
題
で
揺
れ
て
き
た
ト
ル
コ
国
民
社
会
に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
ト
ル
コ
国
民
か
ら
の
反
発
も
招
い

て
い
る
。

　
シ
リ
ア
人
の
ト
ル
コ
国
籍
取
得
に
関
す
る
議
論
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
に
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
が
、
す
べ
て
の
シ
リ
ア
人
に
ト
ル
コ
国
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籍
を
付
与
す
る
と
受
け
取
れ
る
発
言
を
行
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
約
半
年
後
の
二
〇
一
七
年
一
月
、
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
発
言
を

修
正
し
、
高
度
人
材
の
シ
リ
ア
人
に
国
籍
を
付
与
す
る
と
し
）
44
（

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ト
ル
コ
の
大
国
民
議
会
や
ト
ル
コ
社
会
内
で
も
シ
リ
ア

人
へ
の
国
籍
付
与
が
議
論
さ
れ
、
大
き
な
波
紋
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ト
ル
コ
の
国
籍
法
（
法
律
第
五
九
〇
一
号
）
は
、
血
統
主
義
に
よ
っ
て
ト
ル
コ
国
籍
の
付
与
を
規
定
し
て
お
り
、
ト
ル
コ
人
の
父
、
あ

る
い
は
ト
ル
コ
人
の
母
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
、
ト
ル
コ
国
民
と
な
る
。
一
方
で
出
生
地
主
義
の
規
定
に
関
し
て
は
、
国
籍
法
第
八
条
に

よ
っ
て
、「
ト
ル
コ
で
生
ま
れ
、
外
国
人
の
父
と
母
の
も
と
に
生
ま
れ
た
が
、
ど
の
国
の
国
籍
も
持
っ
て
い
な
い
子
供
は
、
出
生
に
よ
り

ト
ル
コ
国
民
と
な
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
）
45
（

る
。
こ
う
し
た
規
定
に
は
、
ト
ル
コ
国
内
で
生
ま
れ
た
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
が
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
規
定
が
十
分
に
適
用
さ
れ
ず
、
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
は
無
国
籍
状
態
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
総
数
は
三
一
万
人
以
上
に
達
す
る
と
さ
れ
て
い
）
46
（
る
。
血
統
主
義
や
出
生
地
主
義
以
外
の
方
法
で
ト
ル
コ
国
籍
を
得
る
に
は
、
合
法
的
に

ト
ル
コ
に
五
年
間
以
上
滞
在
し
、
十
分
な
道
徳
意
識
や
ト
ル
コ
語
能
力
、
収
入
が
あ
り
、
公
衆
衛
生
を
脅
か
さ
な
い
こ
と
（
第
一
一
条
）、

ト
ル
コ
国
民
と
結
婚
し
三
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
（
第
一
六
条
）、
そ
し
て
主
に
高
度
人
材
の
受
け
入
れ
を
想
定
し
て
い
る
例
外
規

定
の
第
一
二
条
な
ど
が
あ
る
。
第
一
二
条
で
は
、
ト
ル
コ
に
科
学
や
技
術
、
経
済
、
社
会
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
・
芸
術
分
野
で
貢
献
で
き

る
者
が
、
例
外
的
に
国
籍
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
）
47
（

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
時
的
保
護
下
の
シ
リ
ア
人
の
滞
在
期
間
は
、

国
籍
取
得
要
件
で
必
要
と
な
る
滞
在
期
間
に
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
一
時
的
保
護
下
に
あ
る
シ
リ
ア
人
が
ト
ル
コ
国
籍
を
得
る

た
め
に
は
、
ト
ル
コ
国
民
と
結
婚
す
る
か
、
例
外
規
定
が
適
用
さ
れ
る
し
か
な
い
。
こ
れ
が
と
き
に
、
生
活
苦
に
端
を
発
す
る
シ
リ
ア
人

女
性
の
強
制
結
婚
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
デ
ル
ヤ
・
バ
ユ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
ト
ル
コ
の
国
籍
法
は
、
ト
ル
コ
系
と
そ
の
家
族
に
国
籍
を
付
与
す
る
も
の

だ
っ
た
。
例
え
ば
、
か
つ
て
の
ト
ル
コ
の
国
籍
法
（
一
九
六
四
年
法
律
第
四
〇
三
号
）
の
例
外
規
定
で
は
、「
ト
ル
コ
系
（Türk Soyu

）」
が

国
籍
を
取
得
で
き
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
（
第
七
条
の
⒞
）。
二
〇
〇
九
年
に
現
在
の
国
籍
法
（
第
五
九
〇
一
号
）
が
制
定
さ
れ
、「
ト
ル
コ
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系
」
と
い
う
表
現
は
削
除
さ
れ
た
も
の
の
、
例
外
規
定
に
よ
っ
て
国
籍
を
得
ら
れ
る
者
は
、
実
際
に
は
ト
ル
コ
系
や
そ
の
文
化
に
属
す
る

者
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
例
外
規
定
（
第
一
二
条
の
⒞
、
二
〇
一
六
年
の
改
正
以
降
は
⒟
）
に
は
「
移
民
（G

öçm
en

）
と
し
て
認
め
ら
れ
た

個
人
」
に
ト
ル
コ
国
籍
が
付
与
さ
れ
る
と
あ
る
。「
移
民
（G

öçm
en

）」
は
、
前
述
の
定
住
法
第
五
五
四
三
号
に
よ
っ
て
「
ト
ル
コ
系
と

ト
ル
コ
文
化
に
属
す
る
者
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
ル
コ
系
の
人
々
は
依
然
と
し
て
、
国
籍
取
得
に
関
し
て
特
権
的
な
地
位

を
得
て
い
）
48
（

る
。
つ
ま
り
「
移
民
（G

öçm
en

）」
と
は
、
様
々
な
ビ
ザ
に
よ
っ
て
滞
在
許
可
を
得
て
い
る
「
合
法
移
民
」
や
シ
リ
ア
人
を
含

め
た
外
国
人
全
般
を
指
す
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ト
ル
コ
系
諸
民
族
を
指
す
。
よ
っ
て
、
国
籍
法
の
例
外
規
定
に
よ
っ
て
ト
ル
コ
国

籍
を
得
ら
れ
る
者
は
、
高
度
人
材
や
高
所
得
者
、
ト
ル
コ
系
の
人
々
の
み
な
の
で
あ
る
。
一
時
的
保
護
の
シ
リ
ア
人
に
当
て
は
め
る
な
ら

ば
、
高
度
人
材
の
シ
リ
ア
人
か
、
ト
ル
コ
系
シ
リ
ア
人
し
か
、
ト
ル
コ
国
籍
を
得
ら
れ
る
可
能
性
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
時
的
保
護
の
シ
リ
ア
人
が
ト
ル
コ
国
籍
を
取
得
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
国
籍
付
与
の
対
象
者
の
拡
大
を
警
戒

し
て
か
、
ト
ル
コ
大
国
民
議
会
や
国
会
議
員
の
間
で
も
、
ト
ル
コ
国
籍
の
付
与
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
ト
ル
コ
民
族
の
価
値

観
を
擁
護
す
る
民
族
主
義
者
行
動
党
（
Ｍ
Ｈ
Ｐ
）
に
在
籍
す
る
ウ
ミ
ト
・
オ
ズ
ダ
ー
（Ü

m
it Ö

zdağ : 

ガ
ジ
ア
ン
テ
ッ
プ
県
選
出
）
は
、
シ
リ

ア
人
に
国
籍
を
付
与
す
る
こ
と
は
ト
ル
コ
人
に
と
っ
て
の
災
害
に
な
る
と
し
、
定
住
法
も
ま
た
シ
リ
ア
人
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
し
た
う
え
で
、「
二
五
万
人
に
の
み
国
籍
を
与
え
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
配
偶
者
や
子
供
も
合
せ
れ
ば
一
五
〇
万
人
に
達
す

る
の
で
あ
り
、〔
ト
ル
コ
〕
社
会
か
ら
の
抵
抗
が
弱
ま
っ
た
さ
い
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
シ
リ
ア
人
に
国
籍
が
与
え
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」、

「
エ
ル
ド
ア
ン
〔
大
統
領
〕
が
シ
リ
ア
人
に
対
し
て
大
規
模
に
国
籍
を
付
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
代
世
界
で
は
例
が
な
い
こ
と

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
各
国
は
こ
れ
ら
が
〔
国
の
〕
破
壊
に
つ
な
が
る
と
予
見
で
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ト
ル
コ
は
、
こ
の
政
策
に

よ
っ
て
危
険
に
晒
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
シ
リ
ア
人
に
国
籍
を
与
え
る
こ
と
は
、
今
日
の
ト
ル
コ
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
未
来
を
も
殺
し
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。
エ
ル
ド
ア
ン
は
、
人
口
構
成
〔
に
変
化
を
与
え
る
〕
爆
弾
を
、
ト
ル
コ
に
植
え
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ

て
お
り
、
シ
リ
ア
人
へ
の
国
籍
付
与
に
強
硬
に
反
対
し
て
い
）
49
（
る
。
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さ
ら
に
、
ト
ル
コ
の
最
大
野
党
で
あ
る
共
和
人
民
党
（
Ｃ
Ｈ
Ｐ
）
に
在
籍
す
る
メ
フ
メ
ッ
ト
・
テ
ュ
ム
（M

ehm
et Tüm

: 

バ
ル
ケ
シ
ル
県

選
出
）
は
、
大
国
民
議
会
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
た
。
彼
は
特
定
の
シ
リ
ア
人
に
国
籍
を
付
与
す
る
こ
と
が
、
差
別
的
で
あ
り

不
当
な
も
の
だ
と
し
な
が
ら
、「
ト
ル
コ
は
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
多
文
化
の
国
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
ど
の
よ
う
な

対
応
を
と
れ
ば
い
い
の
か
、
そ
の
経
験
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
活
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
が

示
す
の
は
、
シ
リ
ア
問
題
に
関
す
る
誤
っ
た
政
策
を
、
国
籍
の
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
真
っ
先
に
、
ト
ル
コ
の
既
存
の
〔
国
民
統
合
の
〕
問
題
を
さ
ら
に
深
刻
に
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と

は
、
ト
ル
コ
の
現
実
を
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
新
た
な
問
題
の
扉
を
開
い
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
シ
リ
ア
人
は
数

世
紀
に
わ
た
り
自
ら
の
故
郷
で
生
活
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
祖
国
は
シ
リ
ア
な
の
で
す
。
過
去
も
、
歴
史
も
、
家
族
も
、
伝
統
も
、

そ
の
故
郷
で
育
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
未
来
も
そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
同
胞
た
ち
を
、
故
郷
か
ら
分
断
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
、

ま
ず
も
っ
て
不
当
な
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
、
国
籍
付
与
を
暗
に
否
定
し
、
シ
リ
ア
人
の
祖
国
へ
の
帰
還
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
国
民

統
合
問
題
を
こ
れ
以
上
複
雑
化
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
心
情
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
）
50
（

る
。

　
加
え
て
、
親
ク
ル
ド
政
党
で
あ
る
人
民
民
主
主
義
党
（
Ｈ
Ｄ
Ｐ
）
所
属
の
議
員
も
、
議
会
に
お
い
て
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ド
リ

ス
・
バ
ル
ケ
ン
（İdris B

aruken: 

デ
ィ
ヤ
ル
バ
ク
ル
県
選
出
）
は
、「
シ
リ
ア
人
同
胞
は
、
残
念
な
こ
と
な
の
だ
が
、
今
日
、
避
難
し
て
き
た

我
が
国
で
難
民
の
権
利
を
有
し
て
い
な
い
。
国
籍
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
日
々
の
政
治
的
論
争
の
一
部
に
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
下

で
は
、
毎
日
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
発
生
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
人
種
主
義
的
、
排
外
主
義
的
な
攻
撃
の
標
的
に
〔
シ
リ
ア
人
が
〕
な
っ
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
ゆ
え
に
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
、
こ
の
戦
争
の
被
害
者
で
あ
る
人
々
を
日
々
の
政
治
的
論
争
の
対
象
に
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
、
ま
ず
は
国
籍
よ
り
も
難
民
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
、
国
籍
を
欲
す
る
者
に
も
そ
れ
ら
を
申
し
出
る
権
利
を
保
障
す
る

こ
と
と
い
っ
た
、
体
制
作
り
が
必
要
な
の
で
あ
る
」
と
す
）
51
（

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
国
政
で
も
、
国
籍
の
付
与
に
関
し
て
は
、
否
定
的
あ
る

い
は
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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前
述
の
シ
リ
ア
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
、
ト
ル
コ
国
民
の
多
く
が
シ
リ
ア
人
へ
の
国
籍
付
与
に
反
対
し
て
い
る
。
ト
ル
コ
系
や
ト
ル
コ

語
が
理
解
で
き
る
者
、
教
育
を
受
け
た
者
に
対
す
る
国
籍
付
与
に
関
し
て
も
、
そ
れ
を
支
持
す
る
人
々
は
五
％
以
下
と
な
っ
て
い
）
52
（

る
。
し

か
し
二
〇
二
一
年
の
段
階
で
、
す
で
に
一
五
万
人
の
シ
リ
ア
人
に
ト
ル
コ
国
籍
が
付
与
さ
れ
て
い
）
53
（
る
。
無
国
籍
、
一
時
的
保
護
、
非
合
法

移
民
の
シ
リ
ア
人
も
い
れ
ば
、
国
籍
を
得
た
こ
と
で
「
シ
リ
ア
系
ト
ル
コ
国
民
」
と
し
て
、
ト
ル
コ
国
民
と
同
等
の
地
位
と
権
利
を
行
使

し
、
あ
る
程
度
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者
た
ち
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ト
ル
コ
国
内
の
シ
リ
ア
人
は
、
す
で
に
そ
の

地
位
や
権
利
に
大
き
な
差
異
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ル
コ
国
内
で
ど
の
よ
う
な
地
位
や
権
利
を
得
よ
う
と
も
、
ト
ル

コ
国
民
社
会
に
公
正
か
つ
平
等
に
包
摂
さ
れ
る
た
め
に
は
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
ス
ン
ニ
派
の
ト

ル
コ
民
族
の
諸
価
値
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
、
排
他
的
な
国
民
概
念
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
な
か
で
、
い
か
に
し

て
「
シ
リ
ア
人
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
承
認
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

五
　
ト
ル
コ
国
民
社
会
と
の
「
調
和
」
と
相
克

㈠
　
移
民
局
に
よ
る
「
調
和
」
政
策

　
現
在
の
ト
ル
コ
政
府
は
、
外
国
人
と
ト
ル
コ
社
会
の
「
調
和
（U

yum

）」
を
掲
げ
て
い
る
。
調
和
と
い
う
文
言
は
、「
外
国
人
と
国
際

保
護
法
に
関
す
る
共
通
の
規
定
」
と
し
て
、
同
法
の
第
九
六
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
な
移
民
局
の
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
。「
外
国
人
、〔
保
護
〕
申
請
者
、
国
際
保
護
の
受
益
者
と
、
我
が
国
の
社
会
と
の
相
互
の
調
和
を
促
進
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に

〔
彼
ら
が
〕
ト
ル
コ
国
内
や
再
定
住
先
あ
る
い
は
帰
国
先
で
、
第
三
者
に
依
存
せ
ず
に
、
社
会
的
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
自
立
で
き
る
よ

う
な
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
」、
様
々
な
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
調
和
活
動
を
展
開
し
て
い
く
と
す
）
54
（
る
。
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さ
ら
に
移
民
局
が
公
表
し
た
、「
調
和
戦
略
：
地
域
的
・
国
民
的
行
動
プ
ラ
ン
（
二
〇
一
八
〜
二
〇
二
三
）」
で
は
、
具
体
的
な
政
策
が
示

さ
れ
て
い
る
。
同
プ
ラ
ン
で
は
、
①
社
会
的
調
和
、
②
情
報
、
③
教
育
、
④
健
康
、
⑤
労
働
市
場
、
⑥
社
会
支
援
か
ら
成
る
六
つ
の
領
域

で
、
外
国
人
の
自
立
を
促
進
し
、
効
果
的
な
調
和
政
策
を
行
っ
て
い
く
と
す
る
。
ま
た
そ
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
人
権
ア
プ
ロ
ー
チ

を
基
礎
と
し
た
社
会
的
調
和
の
確
立
を
行
う
こ
と
と
し
、「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
は
「
人
を
焦
点
に
し
、
透
明
性
と
権
利
を
基
礎
と
す

る
移
住
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
社
会
的
調
和
の
存
在
を
持
続
さ
せ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。
詳
細
な
政
策
の
内
容
・
方
針
は
同
行
動
プ
ラ

ン
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
た
と
え
ば
、
自
治
体
の
能
力
の
強
化
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
相
互
対
話
の
促
進
、
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
能
力
の

強
化
、
外
国
人
の
子
供
た
ち
の
正
規
教
育
へ
の
参
加
の
促
進
と
教
育
を
中
断
す
る
要
因
（
経
済
的
事
情
、
児
童
婚
、
差
別
等
）
の
排
除
、
ト

ル
コ
語
教
育
の
拡
充
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
簡
易
化
や
充
実
化
、
労
働
市
場
に
お
け
る
外
国
人
の
社
会
保
障
並
び
に
そ
の
他

の
労
働
者
の
権
利
を
周
知
さ
せ
、
権
利
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
証
す
る
と
共
に
労
働
条
件
を
監
督
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
外
国
人
を
包
摂
す
る
よ

う
な
公
的
機
関
に
よ
る
社
会
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
さ
せ
て
い
く
、
宗
教
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促

進
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
社
会
的
調
和
と
は
、
外
国
人
が
文
化
的
・
社
会
的
・
経
済
的
に
も
生
活
し
て
い
る
社
会
に
参
加
し
、

共
通
の
帰
属
感
を
発
展
さ
せ
、
文
化
間
の
相
互
作
用
、
協
議
、
社
会
的
対
話
の
枠
組
み
か
ら
お
互
い
の
差
異
を
認
識
し
、
尊
敬
を
示
し
て
、

共
生
を
保
証
す
る
も
の
だ
と
定
義
さ
れ
る
。
社
会
的
調
和
と
は
一
般
的
に
、
外
国
人
の
社
会
的
受
け
入
れ
や
、
共
生
の
文
化
を
対
象
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
外
国
人
が
健
全
な
形
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
承
認
さ
れ
、
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
社
会
的
生
活
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
言
語
や
宗
教
、
文
化
と
い
っ
た
差
異
を
承
認
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
多
様
性
の
社
会
的
な
受
け
入
れ
が
、
社
会
的
調
和
に
と
っ
て

大
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
社
会
の
な
か
で
外
国
人
の
能
力
や
働
き
が
評
価
さ
れ
て
、
有
能
な
個
人
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
、
社

会
的
調
和
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
な
の
だ
」
と
い
）
55
（
う
。

　
同
政
策
内
容
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
端
的
に
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
労
働
市
場
や
教
育
環
境
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
生
活

空
間
の
中
で
の
、
一
時
的
保
護
下
の
シ
リ
ア
人
を
含
む
外
国
人
の
生
活
状
況
の
改
善
と
、
自
立
の
促
進
を
目
指
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
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し
か
し
シ
リ
ア
人
の
置
か
れ
た
状
況
に
限
っ
て
み
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
問
題
は
い
ず
れ
も
相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
経

済
的
貧
困
に
端
を
発
す
る
児
童
労
働
ひ
と
つ
に
し
て
も
、
短
期
的
に
解
決
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
同
時
並
行
的
に

解
決
し
な
け
れ
ば
、
一
つ
の
問
題
が
他
の
問
題
の
発
生
へ
と
容
易
に
波
及
し
て
い
く
。
ま
た
仮
に
こ
れ
ら
の
政
策
で
、
生
活
・
労
働
・
教

育
状
況
が
改
善
さ
れ
よ
う
と
も
、「
一
時
的
保
護
」
に
由
来
す
る
、
不
安
定
な
地
位
や
権
利
、
各
種
制
限
の
問
題
そ
の
も
の
が
解
消
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
差
異
の
承
認
、
多
様
性
の
受
け
入
れ
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
シ
リ
ア
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
文
化
、
言
語
の
維
持
へ
の
取
り
組
み
、
多
言
語
・
多
文
化
教
育
の
実
施
、
政
治
的
権
利
の
付
与
に
関
し
て
も
具
体
的
な
提
言
が
な

い
な
ど
、
移
民
や
難
民
の
公
正
か
つ
平
等
な
統
合
が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
外
国
人
の
子
供

た
ち
の
公
教
育
へ
の
編
入
や
、
ト
ル
コ
語
の
学
習
機
会
の
拡
充
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
シ
リ
ア
人
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
人
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維
持
や
多
文
化
社
会
の
構
築
で
は
な
く
、
実
態
と
し
て
は
ト
ル
コ
社
会
の
同
化
の
側
面
が
強
い
と
い
え
る
。
移
民
局

は
、
調
和
と
は
、
同
化
や
統
合
で
も
な
く
、
移
住
者
と
ト
ル
コ
社
会
の
間
の
相
互
理
解
に
依
拠
し
た
も
の
だ
と
す
）
56
（

る
。
し
か
し
「
調
和
」

と
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
ト
ル
コ
に
と
っ
て
の
移
民
や
難
民
の
無
害
化
な
の
だ
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
）
57
（
に
、
シ
リ
ア
人
を
含
む
外
国
人
の

長
期
滞
在
や
永
住
化
を
想
定
し
て
お
き
な
が
ら
、
各
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
適
切
な
承
認
が
行
わ
れ
な
い
統
合
政
策
の
ま
ま
で
は
、

単
な
る
ト
ル
コ
社
会
へ
の
同
化
・
服
従
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
困
難
な
生
活
状
況
の
た
め
、
経
済
的
能
力
や
技
能
を
身
に
付
け
ら
れ
ず
、

ト
ル
コ
社
会
に
な
じ
め
ず
、
ト
ル
コ
語
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
調
和
で
き
な
か
っ
た
外
国
人
（
シ
リ
ア
人
）」
の
排
除
を

促
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

㈡
　
ト
ル
コ
国
民
社
会
と
の
相
克

　
シ
リ
ア
人
の
大
規
模
な
受
け
入
れ
へ
の
反
発
か
ら
、
調
和
プ
ロ
セ
ス
は
望
む
よ
う
な
成
果
が
達
成
で
き
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
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な
か
）
58
（
で
、
ト
ル
コ
政
府
は
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
難
し
い
か
じ
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
将
来
的
な
シ
リ
ア
人
の
定
住
・
永
住
、

あ
る
い
は
市
民
化
や
国
民
化
が
現
実
味
を
増
す
な
か
、
不
十
分
な
が
ら
も
ト
ル
コ
政
府
は
統
合
政
策
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ

ら
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も
ト
ル
コ
社
会
の
同
質
性
の
維
持
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
シ
リ
ア
人
を
み
て
み
て
も
、
彼
ら
は

民
族
的
・
宗
教
的
に
多
様
で
あ
る
こ
と
か
）
59
（
ら
、
シ
リ
ア
人
の
存
在
が
、
ト
ル
コ
の
民
族
的
・
宗
教
的
多
様
性
を
よ
り
可
視
化
さ
せ
、
既
存

の
国
民
統
合
の
問
題
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
承
認
問
題
を
過
熱
化
さ
せ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
ト
ル
コ
の
警
察
ア
カ
デ

ミ
ー
庁
が
、
ト
ル
コ
の
様
々
な
民
族
・
宗
派
集
団
の
社
会
的
衝
突
に
、
シ
リ
ア
人
の
子
供
や
若
者
た
ち
が
遭
遇
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
）
60
（

る
。
ア
ラ
ブ
系
の
ト
ル
コ
国
民
で
あ
り
、
ア
ラ
ウ
ィ
ー
派
と
し
て
の
出
自
を
も
つ
シ
ュ
レ
・
ジ
ャ
ン
は
、
ト
ル
コ

と
シ
リ
ア
の
国
境
沿
い
に
位
置
し
、
シ
リ
ア
人
が
数
多
く
流
入
し
た
ア
ン
タ
ク
ヤ
県
の
変
化
や
実
態
を
知
る
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
多
文
化
地
域
で
あ
り
、
様
々
な
民
族
が
共
生
し
て
き
た
ア
ン
タ
ク
ヤ
だ
が
、
近
年
の
シ
リ

ア
人
の
流
入
や
ト
ル
コ
の
シ
リ
ア
政
策
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
な
ど
が
絡
み
合
っ
た
結
果
、
各
々
の
民
族
的
・
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
先
鋭
化
・
政
治
化
し
、
地
域
内
の
分
断
や
対
立
が
鮮
明
化
し
て
い
る
と
い
）
61
（

う
。
こ
う
し
た
事
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
外
国
人

の
受
け
入
れ
に
伴
う
問
題
は
、
労
働
や
教
育
、
健
康
ケ
ア
と
い
っ
た
生
活
に
根
差
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
ト
ル
コ
の
国
民
社
会

の
在
り
方
や
、
多
様
性
の
受
け
入
れ
方
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ト
ル
コ
は
自
ら
の
社
会
的
多
様
性
を
賛
美
し
つ
つ
も
、
多
様
性
の
受
け
入
れ
を
警
戒
し
て
き
た
国
家
で
あ
る
。
ク
ル
ド
問
題
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
が
「
ト
ル
コ
国
民
」
の
間
の
民
族
的
・
宗
教
的
差
異
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ

る
ス
ン
ニ
派
ト
ル
コ
民
族
と
は
異
な
る
、
独
自
の
地
位
や
権
利
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
希
求
す
る
主
張
や
活
動

は
常
に
弾
圧
や
抑
圧
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
一
方
で
、
す
で
に
国
籍
付
与
に
よ
っ
て
「
シ
リ
ア
系
ト
ル
コ
国
民
」
が
数
多
く
誕
生
す
る

な
ど
、
ト
ル
コ
国
民
の
間
の
差
異
は
、
日
に
日
に
増
し
て
い
っ
て
い
る
。
先
の
Ｍ
Ｈ
Ｐ
の
議
員
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
婚
姻
や
出

産
を
契
機
と
し
て
、
今
後
も
シ
リ
ア
・
ア
ラ
ブ
系
の
ル
ー
ツ
を
も
つ
「
ト
ル
コ
国
民
」
は
数
多
く
誕
生
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
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「
ト
ル
コ
国
民
」
と
な
っ
た
シ
リ
ア
人
に
と
っ
て
も
ま
た
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
に
基
づ
く
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
そ
の
独
自
の
言
語
・
宗
派

が
公
的
空
間
で
承
認
さ
れ
、「
ト
ル
コ
の
多
様
性
」
と
し
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
も
の
と
な
る
。
彼
ら
は
ト
ル
コ
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
同
様
に
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
ス
ン
ニ
派
ト
ル
コ
民
族
と
、
そ
れ
ら
を
優
遇
す
る
国
家
制
度
や
法
の
支

配
、
社
会
規
範
に
従
属
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
）
62
（
る
。

　
移
民
局
は
人
権
ア
プ
ロ
ー
チ
を
掲
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
シ
リ
ア
人
の
み
な
ら
ず
「
外
国
人
と
国
際
保
護
法
」
や
そ
こ
か
ら
付
与
さ
れ

る
地
位
や
権
利
も
、
既
存
の
ト
ル
コ
社
会
の
構
造
を
脅
か
さ
な
い
も
の
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
ト
ル
コ
政
府
並
び
に
ト
ル
コ

社
会
が
真
の
調
和
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
シ
リ
ア
人
を
既
存
の
ト
ル
コ
国
民
社
会
に
「
調
和
」
さ
せ
る
こ
と
以
上
に
、
ト
ル
コ
国
民
社

会
の
多
様
性
へ
の
受
け
入
れ
態
度
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
変
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
主
張
や
活
動
・

権
利
付
与
を
阻
み
、
国
民
の
単
一
性
を
称
揚
す
る
現
在
の
ト
ル
コ
の
ま
ま
で
は
、
移
民
や
難
民
、
シ
リ
ア
人
の
法
的
地
位
の
違
い
に
関
係

な
く
、「
人
権
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
依
拠
し
た
権
利
付
与
も
、
公
正
な
政
治
社
会
活
動
へ
の
参
加
も
、
適
切
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
承
認

も
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

六
　
結
　
語

　
本
稿
で
は
、「
移
民
や
難
民
の
受
け
入
れ
国
」
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
ト
ル
コ
の
実
情
や
統
合
の
課
題
の
一
端
を
、
シ
リ
ア
人
の
処
遇
を

め
ぐ
る
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
て
き
た
。
ト
ル
コ
は
移
民
局
を
設
立
し
、
様
々
な
関
連
法
や
規
定
を
設
け
、
外
国
人
と
ト
ル
コ
社

会
の
「
調
和
」
の
た
め
の
様
々
な
政
策
を
実
行
し
て
い
る
。
し
か
し
多
く
の
シ
リ
ア
人
は
社
会
経
済
的
な
困
窮
の
只
中
に
お
り
、
そ
れ
は

端
的
に
「
難
民
」
に
も
「
市
民
」
に
も
な
れ
な
い
と
い
う
き
わ
め
て
不
安
定
な
地
位
や
権
利
、
様
々
な
制
限
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
一
連
の
政
策
も
、
シ
リ
ア
人
の
ト
ル
コ
社
会
に
お
け
る
公
正
・
平
等
な
統
合
を
目
指
し
た
も
の
だ
と
い
う
よ
り
も
、
既
存
の
ト
ル
コ
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社
会
へ
の
同
化
か
従
属
に
留
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
ト
ル
コ
社
会
側
の
変
化
や
多
文
化
化
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
シ
リ
ア
人
の
滞
在
が
永
続
化
し
、
社
会
経
済
的
な
格
差
が
広
が
っ
て
い
く
な
か
で
、
ト
ル
コ
の
外
国
人
の
処
遇
や
権
利
、
そ
し
て
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
承
認
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
よ
り
一
層
政
治
的
な
争
点
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
公
正
か
つ
平
等
な
社
会

統
合
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
、
移
民
・
難
民
概
念
の
再
考
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
拡
大
、
多
文
化
主
義
的
な
統
治
手
段
の
検
討
や
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
ま
す
ま
す
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
筆
者
も
ま
た
、

シ
リ
ア
人
の
み
な
ら
ず
、
ト
ル
コ
が
規
定
す
る
「
難
民
」
や
「
移
民
」
と
い
っ
た
外
国
人
の
受
け
入
れ
や
定
住
、
統
合
政
策
の
展
開
に

よ
っ
て
、
ト
ル
コ
が
い
か
な
る
政
治
社
会
変
動
を
経
験
し
、
多
様
性
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
、
そ
の
解
決
す
べ

き
課
題
が
何
で
あ
る
の
か
を
複
合
的
に
考
察
し
な
が
ら
、「
移
民
・
難
民
の
受
け
入
れ
国
ト
ル
コ
」
の
行
く
末
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）  

本
稿
で
論
じ
る
よ
う
に
、
ト
ル
コ
国
内
に
お
け
る
シ
リ
ア
人
は
「
難
民
」
で
は
な
く
「
一
時
的
保
護
」
の
対
象
者
と
さ
れ
る
。
ト
ル
コ
の
判
断

に
沿
っ
た
「
難
民
」
や
そ
の
対
象
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
用
語
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
シ
リ
ア
難
民
を
「
シ
リ
ア
人
」、
あ
る
い

は
「
一
時
的
保
護
の
シ
リ
ア
人
」
な
ど
と
明
記
す
る
。

（
2
）  

ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
を
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
競
合
可
能
な
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
と
み
な
す
が
、
本
稿
で

は
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
め
、
ト
ル
コ
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
ス
ン
ニ
派
ト
ル
コ
民
族
に
対
抗
的
な
集
団
と
し
て
、
よ
り
幅
広
い
意
味
で

使
用
す
る
。Kym

licka, W
ill, 2001, Politics in the Vernacular: N

ationalism
, M

ulticulturalism
, and Citizenship, O

xford U
niversity 

Press. 

（
＝
二
〇
一
二
、
岡
崎
晴
輝
、
施
光
恒
、
竹
島
博
之
監
訳
『
土
着
語
の
政
治

―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
多
文
化
主
義
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
』
法
政
大
学
出
版
局
）。

（
3
）  

本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
五
月
一
五
・
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
中
東
学
会
第
37
回
年
次
大
会
」
に
お
い
て
、
筆
者
が
ス
ラ
イ
ド
形
式
で
口

頭
報
告
し
た
内
容
を
大
き
く
加
筆
修
正
し
、
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
時
に
貴
重
な
ご
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
。

（
4
）  G

öç İdaresi G
enel M

üdürlü ğü, 

“Hakkım
ızda

”, （Retrieved June 4, 2021 https://w
w
w.goc.gov.tr/hakkim

izda

）.
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（
5
）  G

öç İdaresi G
enel M

üdürlü ğü, 

“History of M
igration

”, （Retrieved June 4, 2021, https://en.goc.gov.tr/history-of-m
igration

）.

（
6
）  

前
掲G

öç İdaresi G
enel M

üdürlü ğü, 

“History of M
igration

”.
（
7
）  Bayır, D

erya, 2016, M
inorities and N

ationalism
 in Turkish Law, London. N

ew
 York: Routledge, 160 -2. Bel-Air, Françoise 

de, 2016, M
igration Profile: Turkey, Florence: M

igration Policy Center at the European U
niversity Institute. Can, Şule, 2020, 

Refugee Eucounters at the Turkish-Syrian Border: A
ntakya at the Crossroads, London/N

ew
 York: Routledge, 9 -10. 

等
を
参
照
さ

れ
た
い
。 

（
8
）  Jauhiainen, S Jussi, 2018, Refugees and M

igrants in Turkey, 2018, Turku: Publications of the D
epartm

ent of G
eography and 

G
eology of U

niversity of Turku.

（
9
）  Batalla, Laura and  Juliette Tolay, 2018, Tow
ard Long-Term

 Solidarity w
ith Syrian Refugees? Turkey

’s Policy Response and 
Challenges, W

ashington: Atlantic Council.

（
10
）  İçduygu, Ahm

et and D
o ğuş Şim

şek, 2016, Syrian Refugees in Turkey: Tow
ards Integration Policies, Turkish Policy Q

uarterly, 
15 （3

）: 59 -69. 

前
掲Batalla, Laura and  Juliette Tolay, 2018.

を
参
照.

（
11
）  M

IPEX

（https://w
w
w.m

ipex.eu/turkey

）. （
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
二
一
年
五
月
六
日
）.

（
12
）  Kibar, Darda ğan Esra, 2013, 

“An O
verview

 and Discussion of the N
ew

 Turkish law
 on Foreigners and International Protection

” 
Perceptions, 18 

（3

）: 109 -128. İçduygu, Ahm
et et al., 2014, Türkiye

’nin U
luslararası G

öç Politikaları, 1923 -2023: U
lus-devlet 

O
luşum

undan U
lus-ötesi D

önüşüm
lere, İstanbul: Koç Ü

niversitesi G
öç A

raştırm
aları M

erkezi. Pusch barbara and Ibrahim
 

Sirkeci, 2016, Introduction: Turkish m
igration policy at glance, Ibrahim

 Sirkeci and Barbara Pusch eds, 

“Turkish M
igration 

Policy

” London: Transnational Press London, 9 -22. Şanlı, Tu ğçe, 2018, 

“Türkiye

‘deki Suriyeli M
ültecilerin Entegrasyonu: Yeni 

Bir Yol H
aritası,

” Social Sciences Studies Journal, 4 
（19
）: 2029 -49. Türkiye Büyük M

illet M
eclisi İnsan H

aklarını İncelem
e 

Kom
isyonu M

ülteci H
akları Alt Kom

isyonu 

（TBM
M

）, 2018, G
öç ve U

yum
 Raporu, Ankara: TBM

M
. 

鈴
木
慶
孝
、
二
〇
二
〇
、

『〈
ト
ル
コ
国
民
〉
と
は
何
か

―
民
主
化
の
矛
盾
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
。

（
13
）  

前
掲İçduygu et al., 2014, 55 -8p. 

前
掲Bayır, D

erya, 2016.

（
14
）  

前
掲 Pusch barbara and Ibrahim

 Sirkeci, 2016. 

両
者
は
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
「
移
民
（G

öçm
en

）」、「
外
国
人
（Yabancı

）」
と
い
っ

た
用
語
の
使
わ
れ
方
や
意
味
合
い
を
精
査
す
る
こ
と
で
、「
ト
ル
コ
系
」
の
「
移
民
（G

öçm
en

）」
が
、
現
在
の
ト
ル
コ
社
会
で
は
特
権
的
な
地



「移民・難民受け入れ国トルコ」におけるシリア人の社会的包摂に関する一考察

83

位
を
得
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
15
）  

ト
ル
コ
定
住
法
第
五
五
四
三
号
（Retrieved June 22, 2021, https://w

w
w.m

evzuat.gov.tr/M
evzuatM

etin/1.5.5543.pdf

）.
（
16
）  Açıkgöz, M

eral and H
akkı O

nur Ariner, 2014, Turkey

’s new
 law

 on foreigners and international protection: An introduction, 
Turkish M

igration Studies G
roup （TurkM

iS

）.

前
掲TBM

M
, 2018.
（
17
）  Turkey: Regulation N

o. 1994/6169 on the Procedures and Principles. 

（Retrieved June 8, 2021, https://w
w
w.refw

orld.org/
docid/49746cc62.htm

l

）. İçduygu, Ahm
et, 2015, Syrian Refugees in Turkey: The Long Road Ahead, W

ashington: M
igration 

Policy Institute, 8p. 

前
掲Kibar, D

arda ğan Esra, 2013. 

前
掲Şanlı, Tu ğçe, 2018.

（
18
）  Yabancılar ve U

luslararası Korum
a Kanunu （Kanun num

arası: 6458

）. （Retrieved June 8, 2021, https://w
w
w.m

evzuat.gov.tr/
M

evzuatM
etin/1.5.6458.pdf

）.

（
19
）  G

öç İdaresi G
enel M

üdürlü ğü （https://w
w
w.goc.gov.tr/

）. （
最
終
閲
覧
二
〇
二
一
年
六
月
一
〇
日
）. 

前
掲Yabancılar ve U

luslararası 
Korum

a Kanunu.

（
20
）  Republic of Turkey M

inistry of Interior D
irectorate G

eneral of M
igration M

anagem
ent （https://en.goc.gov.tr/

）. （
最
終
ア
ク
セ

ス
二
〇
二
一
年
七
月
五
日
）. 

一
方
で
「
国
際
保
護
」
の
受
け
入
れ
人
数
に
関
し
て
は
、
移
民
局
は
「
様
々
な
国
か
ら
二
五
万
人
以
上
の
人
々
を

国
際
保
護
の
下
で
受
け
入
れ
、〔
彼
ら
は
〕
ト
ル
コ
で
平
和
裏
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。M

inistry of Interior D
irectorate 

G
eneral M

igration M
anagem

ent, 2019, A
 G

uide to Living in Turkey, A
nkara: M

inistry of Interior D
irectorate G

eneral of  
M

igration M
anagem

ent, 11p.

（
21
）  Ü

stübici Ayşen and Sibel Karada ğ, 2020, Refugee Protection in Turkey during the First Phase of the CO
V
ID

-19 Pandem
ic: 

Turkey Interim
 Report: AD

M
IG

O
V.

（
22
）  

ト
ル
コ
で
は
保
護
下
の
シ
リ
ア
人
は
「
ゲ
ス
ト
（m

isafir
）」
と
し
て
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）  

前
掲Yabancılar ve U

luslararası Korum
a Kanunu

の
第
九
一
条.

（
24
）  

前
掲İçduygu, Ahm

et, 2015, 6p. Kaiser, Bianca and Ayhan kaya, 2016, Chapter1: Transform
ation and Europeanization of 

M
igration Policy in Turkey: M

ulticulturalism
, Republicanism

 and Alignm
ent, Ibrahim

 Sirkeci and Barbara Pusch eds, 

“Turkish  
M

igration Policy

” London: Transnational Press London, 23 -40.

（
25
）  

ト
ル
コ
国
内
の
シ
リ
ア
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
規
定
と
し
て
は
、
一
時
的
保
護
の
登
録
者
は
「
非
合
法
に
ト
ル
コ
に
入
国
し
て
し
ま
い
、



法学政治学論究　第131号（2021.12）

84

滞
在
し
て
も
罰
則
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
（
第
五
条
）」、「
強
制
送
還
禁
止
の
適
用
（
第
六
条
）」、「
国
際
保
護
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
（
第
七
条

第
三
項
）」、「
一
時
的
保
護
に
該
当
し
な
い
外
国
人
（
犯
罪
者
、
テ
ロ
リ
ス
ト
、
軍
事
衝
突
の
関
係
者
等
）
の
要
件
（
第
八
条
）」、「
ト
ル
コ
政
府

の
判
断
で
、
一
時
的
保
護
体
制
が
廃
止
で
き
る
（
第
一
一
条
）」、「
自
ら
の
意
思
で
ト
ル
コ
を
離
れ
た
者
を
含
め
た
、
一
時
的
保
護
の
停
止
の
要

件
（
第
一
二
条
）」、「
過
去
に
一
時
的
保
護
を
失
っ
た
者
が
、
再
び
保
護
を
求
め
た
さ
い
に
は
、
移
民
局
が
そ
の
付
与
の
是
非
を
判
断
す
る
（
第

一
三
条
）」「
ト
ル
コ
の
安
全
保
障
、
公
共
秩
序
、
治
安
、
公
衆
衛
生
が
脅
か
さ
れ
た
さ
い
の
、
一
時
的
保
護
の
停
止
（
第
一
五
条
）」、「
一
時
的

保
護
の
登
録
手
続
き
（
第
二
一
条
）」、「
一
時
的
保
護
に
登
録
さ
れ
た
者
へ
の
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
証
書
の
発
行
と
失
効
の
要
件
（
二
二
条
）」、

「
当
局
の
判
断
に
よ
る
一
時
収
容
セ
ン
タ
ー
へ
の
送
致
（
第
二
三
条
）」、「
移
民
局
が
指
定
し
た
県
で
の
滞
在
の
権
利
（
第
二
四
条
）」、「
一
時
的

保
護
に
よ
る
ト
ル
コ
へ
の
滞
在
は
通
常
の
滞
在
許
可
と
は
異
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
権
利
や
滞
在
期
間
を
利
用
し
て
、
長
期
滞
在
に
移
行
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
ま
た
ト
ル
コ
国
籍
取
得
の
要
件
も
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
第
二
五
条
）」、「
一
時
的
保
護
の
対
象
者
に
、
健
康
・
教
育
・
労

働
・
社
会
的
補
助
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
（
第
二
六
条
）」、「
無
料
で
の
通
訳
の
サ
ー
ビ
ス
（
第
三
一
条
）」、「
義
務
（
移

民
局
が
指
定
し
た
場
所
に
滞
在
、
生
活
状
況
の
報
告
等
）（
第
三
三
条
）」、「
義
務
違
反
者
へ
の
権
利
の
制
限
（
第
三
五
条
）」、
そ
し
て
「
自
発
的

な
帰
還
と
第
三
国
定
住
、
ト
ル
コ
へ
の
再
入
国
禁
止
（
第
四
二
〜
四
五
条
）
に
関
す
る
規
定
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
詳
細
は
同
規
定
を
参
照
さ
れ

た
い
。G

eçici Korum
a Yonetm

eli ği （Retrieved June 11, 2021, https://w
w
w.m

evzuat.gov.tr/M
evzuatM

etin/21.5.20146883.pdf

）.

（
26
）  A

m
nesty International, 2019, Sent to a W

ar Zone: Turkey

’s Illegal D
eportations of Syrian Refugees, London: A

m
nesty  

International. European Council on Refugees and Exiles

（ECRE

）, 2019, The Asylum
 Inform

ation D
atabase: Country Report: 

Turkey, EU.

（
27
）  G

ürakar Ö
zlem

 G, 2018, Seeking Asylum
 in Turkey, M

elbourne: N
O
AS.

前
掲ECRE, 2019.

（
28
）  M

akovsky, Alan, 2019, Turkey

’s Refugee D
ilem

m
a: Tiptoeing tow

ard Integration, Center for Am
erican Progress.

（
29
）  

シ
リ
ア
人
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
よ
う
な
都
市
に
移
動
す
る
の
は
、
安
全
で
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
求
め
て
い
る
か
ら
だ
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る 

（Barbelet, Veronique and Caitlin W
ake, 2017, The Lives and Livelihoods of Syrian Refugees in Turkey and Jordan,  

London: H
um

anitarian Policy G
roup O

verseas D
evelopm

ent Institute

）。

（
30
）  M

inistry of Interior D
irectorate G

eneral of M
igration M

anagem
ent 

（https://en.goc.gov.tr/tem
porary-protection27

）. （
最
終
ア

ク
セ
ス
二
〇
二
一
年
七
月
五
日
）.

（
31
）  

前
掲İçduygu, Ahm

et, 2015. Kızıl, Cihan, 2016, 

“Turkey

’s Policy on Em
ploym

ent of Syrian Refugees and its Im
pact on the 



「移民・難民受け入れ国トルコ」におけるシリア人の社会的包摂に関する一考察

85

Turkish Labour m
arket,

” Ero ğlu, D
eniz et al. （eds

）, 2016, Turkish M
igration 2016 Selected Papers, London: TRL, 164 -70.

（
32
）  Aida and Ecre, 2021, Access to the Labour M

arket: Turkey

（Retrieved June 15, 2021, https://asylum
ineurope.org/reports/

country/turkey/content-tem
porary-protection/em

ploym
ent-and-education/access-labour-m

arket/

）. 

前
掲ECRE, 2019. Al-Alou, 

Sasha, 2018, Syrians in Turkey: G
roupings, Fractures a Floundering Civil Society, N

/A: Arab Reform
 Initiative. M

em
işo ğlu, 

Fulya, 2018, The Syrian Com
m
unity in Turkey: Perspectives, Prospects, and Policies, Istanbul: Podem

 Publications. H
D
P, 

2018, 
“Mültecilerin çalışm

a yaşam
ı ve örgütlenm

e alanına ilişkin yasal m
evzuatta ciddi de ğişiklikler ve eklem

eler yapılm
alıdır

”

（Retrieved June 15, 2021, https://w
w
w.hdp.org.tr/tr/m

ultecilerin-calism
a-yasam

i-ve-orgutlenm
e-alanina-iliskin-yasal- 

m
evzuatta-ciddi-degisiklikler-ve-eklem

eler-yapilm
alidir/11706/

）.

（
33
）  Caro Pinedo Luis, 2020, Syrian Refugees in the Turkish labour M

arket, International Labour O
rganization （ILO

） （Retrieved 
June 15, 2021, https://w

w
w.ilo.org/w

cm
sp5/groups/public/---europe/---ro-geneva/---ilo-ankara/docum

ents/publication/
w
cm

s_738602.pdf

）.

（
34
）  Atasü-Topcuo ğlu, Reyhan, 2019, 

“Syrian Refugee Entrepreneurship in Turkey: Integration and the U
se of Im

m
igrant Capital 

in the Inform
al Econom

y,

” Social Inclusion, 7 

（4

）: 200 -10. IngevTAM
, 2019, N

eeds Assessm
ent for Syrian SM

Es: Research 
on Know

ledge and Barriers am
ong Syrian Entrepreneurs in Turkey, İstanbul: IN

G
EV.

（
35
）  G

üm
üş, Em

ine et al., 2020, 

“Current Conditions and Issues at Tem
porary Education Centres 

（TECs

） for Syrian Child  
Refugees in Turkey, 

” M
ulticultural Education Review, 12 （2

）: 53 -78. 

前
掲TBM

M
, 2018.

（
36
）  Aida

（Asylum
 Inform

ation D
atabase

） and Ecre
（European Council on Refugees and Exiles

）, 2021, Access to Education: 
Turkey, 

（Retrieved June 15, 2021, https://asylum
ineurope.org/reports/country/turkey/content-tem

porary-protection/em
ploy-

m
ent-and-education/access-education/

）.

（
37
）  

前
掲Aida （Asylum

 Inform
ation D

atabase

） and Ecre

（European Council on Refugees and Exiles

）, 2021, Access to Education: 
Turkey. 

前
掲G

üm
üş, Em

ine et al., 2020. Çelik, Çetin and Ahm
et İçduygu, 2018, Schools and Refugee Children: The Case of 

Syrians in Turkey, International M
igration, 57 （2

）: 253 -67.

（
38
）  

前
掲TBM

M
, 2018, 92p.

（
39
）  M

inistry of Interior D
irectorate G

eneral of M
igration M

anagem
ent, 2019, A G

uide to Living in Turkey, Ankara: D
G
M

M
.



法学政治学論究　第131号（2021.12）

86

（
40
）  

前
掲Jauhiainen, S Jussi, 2018, 26p.

（
41
）  D

ereli, Begüm
, 2018, Refugee Integration through H

igher Education: Syrian Refugees in Turkey, U
nited N

ations U
niversity 

Institute on G
lobalization, Culture and M

obility. Sert, Ş. D
eniz and D

idem
 D

anış, 2020, 

“Fram
ing Syrians in Turkey: State 

Control and N
o Crisis D

iscourse,

” International M
igration, 59 

（1

）: 197 -214. Paker, H
ande, 2019, Practicing Coexistence in 

Civil Society: Syrian Refugees in Turkey, İstanbul: İstanbul Policy Center. 

前
掲Şanlı, Tu ğçe, 2018. 

前
掲Batalla, Laura and  

Juliette Tolay, 2018. 

前
掲Ü

stübici Ayşen and Sibel Karada ğ, 2020. 

前
掲M

em
işo ğlu, Fulya, 2018.

（
42
）  Erdo ğan, M

urat. M
 ed, 2020, Syrians Barom

eter 2019: A Fram
ew

ork for Achieving Social Cohesion w
ith Syrians in Turkey, 

Ankara: O
rion Kitabevi.

（
43
）  M

ültecilerle D
ayanışm

a D
erne ği ed, 2017a, Entegrasyon ve Sınır Politikaları Çerçevesinde M

ültecilerin İçselleştirilm
esi ve/

ye D
ışsallaştırılm

ası: Toplantı N
otları, İzm

ir: Sade M
atbaacılık Am

balaj San. Tic. Ltb. Şti. M
ültecilerle D

ayanışm
a D

erne ği ed, 
2017b, Sonsuz G

eçicili ğe Çare: Suriyeli M
ülteciler Türkiye Vatandaşlı ğı H

akkında N
e D

üşünüyor?, İzm
ir: Sade M

atbaacılık 
Am

balaj San. Tic. Ltb. Şti

（
44
）  

前
掲M

akovsky, 2019, 11p.

（
45
）  

ト
ル
コ
国
籍
法
第
五
九
〇
一
号
（Retrieved June 21, 2021, https://w

w
w.m

evzuat.gov.tr/M
evzuatM

etin/1.5.5901.pdf

）.

（
46
）  H

ürriyet D
aily N

ew
s, 2018, 

“More than 300,000 

‘stateless

’ Syrian babies born in Turkey: Refugee subcom
m
ittee,

”  

（Retrieved June 22, 2021, https://w
w
w.hurriyetdailynew

s.com
/m

ore-than-300-000-stateless-syrian-babies-born-in-turkey-
refugee-subcom

m
ittee-128494

）. ISI and EN
S, 2019, 

“Joint Subm
ission to the H

um
an Rights Council at the 35th session of the 

U
niversal periodic Review

（Third Cycle, January 2020

）: Turkey,

” Institute on Statelessness and Inclusion and European  
N
etw

ork on Statelessness. 

ト
ル
コ
大
国
民
議
会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、「
無
国
籍
者
が
ど
の
国
の
国
籍
も
有
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
ト
ル
コ

の
出
生
地
主
義
に
基
づ
い
て
ト
ル
コ
国
籍
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
今
日
ま
で
に
無
国
籍
で
あ
る
と
主
張
す
る
シ
リ
ア
人
の
申
し
出

が
な
い
た
め
に
、
こ
う
し
た
形
で
ト
ル
コ
国
籍
を
得
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
」
と
す
る
（
前
掲TBM

M
, 2018, 137p

）。「
難
民
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
」
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
シ
リ
ア
の
国
籍
法
で
は
、
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
は
、
父
親
が
シ
リ
ア
人
で
あ
る
こ
と
で
シ
リ
ア
国
籍
を
取

得
で
き
る
。
し
か
し
父
親
が
戦
死
し
た
、
あ
る
い
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
父
親
の
所
在
や
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
多
く
の
シ
リ
ア
人
の
子
供
た
ち
が
お
り
、
内
戦
下
で
の
公
的
な
出
生
証
明
書
の
紛
失
や
、
ア
サ
ド
政
権
に
身
元
を
特
定
さ
れ
る
恐
怖
も
相
ま
っ



「移民・難民受け入れ国トルコ」におけるシリア人の社会的包摂に関する一考察

87

て
、
こ
う
し
た
子
供
た
ち
は
シ
リ
ア
国
籍
を
得
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
シ
リ
ア
の
出
生
証
明
書
を
ト
ル
コ
で
得
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、

父
親
が
不
明
な
ま
ま
の
出
生
証
明
書
で
は
、
シ
リ
ア
領
事
館
を
経
由
し
て
シ
リ
ア
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
ト
ル
コ

の
国
籍
法
の
規
定
に
関
し
て
も
、
子
供
た
ち
の
シ
リ
ア
国
籍
の
有
無
を
証
明
し
な
い
か
ぎ
り
、
実
際
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
出
生
地
主
義

の
適
用
も
例
外
的
で
あ
る
と
い
う
。Refugees International, 2015, Birth Registration in Turkey: Protecting the Future for Syrian 

Children, W
ashington: RI. 

ト
ル
コ
国
籍
を
取
得
す
る
さ
い
の
障
害
に
は
、
父
親
不
明
の
出
生
証
明
書
を
領
事
館
に
提
出
し
、
シ
リ
ア
国
籍
を

取
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
ト
ル
コ
国
籍
を
得
よ
う
と
す
る
人
々
へ
の
、
ト
ル
コ
側
の
警
戒
感
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
結
果
的

に
、
父
親
の
存
在
・
所
在
や
、
シ
リ
ア
国
籍
の
有
無
を
公
的
に
証
明
で
き
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
届
け
出
る
こ
と
を
躊
躇
う
と
い
っ
た
複
合
的
な

理
由
か
ら
、
シ
リ
ア
・
ト
ル
コ
の
両
国
籍
も
取
得
で
き
な
い
子
供
た
ち
が
存
在
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
47
）  

前
掲
ト
ル
コ
国
籍
法
第
五
九
〇
一
号
。

（
48
）  

前
掲Bayır, D

erya, 2016, 160 -3p. 

前
掲
ト
ル
コ
国
籍
法
第
五
九
〇
一
号
。
前
掲
ト
ル
コ
定
住
法
第
五
五
四
三
号
。
ト
ル
コ
の
法
律
や
移
民

局
の
表
現
を
注
意
深
く
み
る
な
ら
ば
、
前
掲
のPusch barbara and Ibrahim

 Sirkeci, 2016

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
例
外
は
あ
る

に
し
て
も
、「
外
国
人
」
と
「
移
民
」
が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
も
そ
も
法
律
名
か
ら
し
て
も
「〝
外
国
人
〞
と
国
際
保
護

法
」
な
の
で
あ
り
、
一
時
的
保
護
下
の
シ
リ
ア
人
も
、
滞
在
許
可
を
得
て
い
る
「
合
法
移
民
」
も
基
本
的
に
は
「
外
国
人
」
な
の
で
あ
り
、「
移

民
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
49
）  M

H
P G

aziantep M
illetvekili Ü

m
it Ö

zda ğ
’ın Basın Toplantısı

… 

（Retrieved June 23, 2021, https://m
eclishaber.tbm

m
.gov.tr/

develop/ow
a/haber_portal.aciklam

a?p1=137670

）.

（
50
）  Türkiye Büyük M

illet M
eclisi G

enel Kurul Tutana ğı 26. D
önem

 1. Yasam
a Yılı 113. Birleşim

 14/Tem
m
uz /2016 Perşem

be

（Retrieved June 23, 2021, https://w
w
w.tbm

m
.gov.tr/develop/ow

a/tutanak_g_sd.birlesim
_baslangic?PAG

E1=1&
PAG

E2=1&
p4=

22685&
p5=H

）.

（
51
）  Türkiye Büyük M

illet M
eclisi G

enel Kurul Tutana ğı 26. D
önem

 1. Yasam
a Yılı 111. Birleşim

 12/Tem
m
uz /2016 Salı 

（Retrieved June 23, 2021, https://w
w
w.tbm

m
.gov.tr/develop/ow

a/tutanak_g_sd.birlesim
_baslangic?P4=22681&

P5=H
&
PAG

E1
=1&

PAG
E2=20

）. 

（
52
）  

前
掲Erdo ğan, M

urat. M
 ed, 2020. 

同
調
査
で
は
、
二
六
都
市
の
二
二
七
一
人
の
ト
ル
コ
国
民
か
ら
も
、
シ
リ
ア
人
に
対
す
る
意
識
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
詳
細
は
こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
53
）  H

ürriyet D
aily N

ew
s, 2021, 

“150,000 Syrians granted Turkish citizenship: CH
P, 

” （Retrieved June 23, 2021, https://w
w
w.

hurriyetdailynew
s.com

/150-000-syrians-granted-turkish-citizenship-chp-164586

）.
（
54
）  

前
掲Yabancılar ve U

luslararası Korum
a Kanunu

の
九
六
条.

（
55
）  T. C. İçişleri Bakanlı ğı G

öç İdaresi G
enel M

üdürlü ğü, 2018, U
yum

 Strateji Belgesi ve U
lusal Eylem

 Planı: 2018 -2023, Anka-
ra: T. C. İçişleri Bakanlı ğı G

öç İdaresi G
enel M

üdürlü ğü. 

同
行
動
プ
ラ
ン
で
も
、
プ
ラ
ン
内
の
〝
移
民
（G

öçm
en

）〞
と
い
う
表
現
は
、

定
住
法
に
お
け
る
「
移
民
」
の
定
義
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
外
国
人
や
国
際
保
護
の
申
請
者
及
び
受
益
者
、
一
時
的
保
護
下
の
シ
リ
ア
人
を

指
す
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
章
で
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、「
移
民
」
と
明
記
さ
れ
た
部
分
は
「
外
国
人
」
と
訳
し
た
。

（
56
）  G

öç İdaresi G
enel M

üdürlü ğü 

“Uyum
 H

akkında

”（Retrieved June 24, 2021, https://w
w
w.goc.gov.tr/uyum

-hakkinda

）.

（
57
）  Açıkgöz, M

eral and H
akkı O

nur Ariner, 2014, Turkey

’s new
 law

 on foreigners and international protection: An introduction, 
Turkish M

igration Studies G
roup （TurkM

iS

）.

（
58
）  Yıldırım

alp Sinem
 et al., 2017, Suriyeli Sı ğınm

acıların Toplum
sal Kabul ve U

yum
 Sürecine İlişkin Bir Araştırm

a, Bilgi （35

）: 
107 -26.

（
59
）  

前
掲Erdo ğan, M

urat. M
 ed, 2020.

（
60
）  Polis A

kadem
isi ed, 2017, M

ass Im
m
igration and Syrian in Turkey: Conference Final Rapor, A

nkara: Polis A
kadem

isi 
Yayınları.

（
61
）  

前
掲Can, Şule, 2020. 

ト
ル
コ
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
は
似
て
非
な
る
宗
教
的
共
同
体
と
し
て
、

ア
ラ
ウ
ィ
ー
派
が
存
在
す
る
。
シ
ュ
レ
・
ジ
ャ
ン
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
に
は
一
〇
〇
万
人
の
ア
ラ
ウ
ィ
ー
派
が
お
り
、
ク
ル
ド
人
や
ア
レ
ヴ
ィ
ー

と
は
異
な
っ
て
、
近
年
ま
で
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
秘
匿
し
て
生
活
し
て
き
た
と
い
う
。
シ
ュ
レ
も
、
自
ら
が
ア
ラ
ブ
系
で
あ
り
、
ア
ラ

ウ
ィ
ー
派
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
生
き
て
き
た
と
い
う
。

（
62
）  

前
掲Bayır, D

erya, 2016. 

前
掲 

鈴
木
、
二
〇
二
〇
。Ü

nlü, Barış, 2018, Türklük Sözleşm
esi: O

luşum
u, Işleyişi, Krizi, Ankara: 

D
ipnot Yayınları.
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